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ݴ಄ר

ɹࠓࡢのզが国では、ଟ༷ͳݸがࣾձとؔΘりをͪ࣋、ͦれͧれのੑݸをੜかしࣾձにݙߩし、

にݱの実؍られて͍る。ͦのੈքޠが؍して͍͘ੈքݱして実ྗڠに͍ޓをおͤ人のଟ༷ͳݸ

必要ͳ、AI ビッグデータにؔ࿈する技術開発のํੑは、ͲうあるきであΖうか。

ɹถ国、த国等にお͚るੈքの AI 研究開発ڝ૪をݟしてΈれ、൴らとಉ༷のํで技術開

発を行っても、これらの国ʑを྇կすることは໌らかにし͍とݴΘ͟るをಘͳ͍。しかしͳが

ら、զが国の͍ྺ࢙のதでഓΘれた本ಛ༗のきめࡉか͞をੜかͤ、উͪےが͑ݟるので

はͳ͍か。

ɹこのউͪےは技術とはؔがബ͍とࢥΘれるかもしれͳ͍が、ࢲがこの͑ߟにࢸったのは、ա

にྗをଵらͣ、ࣗಈंτϥϯδεタϥδΦ、ϙ࣌のޙにզが国の産業がযとԽしたઓڈ

ータϒルϓϨイϠー等ので一ੈを෩ᴆしたهԱが಄のย۱にあったためである。これらの

にお͚る技術・産業の༂ਐは、本人がಘҙとするੜ活ऀにࠜ͟したデβイϯと࣭を、ࣾձ

にड͚ೖれす͍サービεとともにϓϩμΫτにөͤ͞た݁果ͩと͑ߟて͍る。

ɹSIP 第 2期「ビッグデータ・AI を活用したサイバー空間基盤技術」のϓϩグϥϜデΟϨΫター

にबしたとき、୯に AI がେྔのデータをղੳしてࠓまで人間がͮؾかͳかったݟをఏڙす

るのはもͪΖΜ、人と人のίϛϡχέーγϣϯを AI がࢧԉする基盤技術を開発し、հڭ・ޢҭ・

٬等で人ಉ࢜がΑりお͍ޓをཧղして、ͪ࣋ؾを௨͡合Θͤてࣄをして͍͘ことができるΑ

うͳ技術開発のํੑをଧͪग़した。ͦして、ରδΣενϟーをؚΉビッグデータを AI が

ղੳして、ࠓまで人手がかかり、ҙࢥのૄ௨がし͍で AI 技術が活༂し、ࣾձをม͑て͍

͘Αうͳ技術開発をத৺に構した。

ɹこれらの開発はし͘νϟϨϯδϯグではあるが、ઌड़のզが国にࠜࠩしたಛੑをੜかし

ͳがら、無ݶに͍ۙすͦをͭ࣋ద用ྖҬを開できるՄੑがある。あΘͤて、産ֶにバ

ϥバϥにଘࡏするデータをࢄ࿈ܕのΞーΩςΫνϟでڞ༗し、AI に必要ͳ࣭のྑ͍ビッ

グデータをڅڙする基盤と、複の AI にΑるࣗಈతͳڠௐ・࿈ܞする技術の開発を行うことで、

কདྷにりྖҬ֦େがࠐݟめる՝構成とした。

ɹ本ϓϩδΣΫτでഓΘれた基盤技術と人ࡐは、Պֶ技術・イϊϕーγϣϯ基本ܭըにࣔ͞れた、

ࢦすきࣾձ૾「国ຽの҆全と҆৺を֬อする࣋続Մでᯰڧͳࣾձ」「一人ͻとりのଟ༷ͳ

。てத৺తͳׂを୲うものと֬৴して͍る͚にݱできるࣾձ」実ݱが実（XFMM�CFJOH）ͤ

චͳがら、本ϓϩδΣΫτのֶと実ફにײڞして、͝ࢧԉ͍た͍ͩたؔऀのํʑ、ࢀը͍

た͍ͩた研究ऀのํʑにਂ͘ँײਃし্͛ます。

プログラムディレクター

安西祐一郎
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˙֓ཁ
ઓུతイϊϕーγϣϯϓϩグϥϜ（SIP）とは、ֳ総合Պֶ技術・イϊϕーγϣϯձٞ（$S5I）がྩ࢘ౝ機

を୲͍、লのچདྷのを͑たϚネδϝϯτにΑり、Պֶ技術イϊϕーγϣϯ実ݱのためにઃした国Ոϓ

ϩδΣΫτである。「ビッグデータ・AI を活用したサイバー空間基盤技術」は、SIP 第 2期で取りまれた 12՝の

うͪの一ͭであり、2022 年度まで �年間取りまれた。

本՝では、人（AI）のద用がしかった「հޢ・٬・ֶश」等ので、人と人のίϛϡχέーγϣϯを�

AI がࢧԉするߴ度にચ࿅͞れた「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」、AI のֶश等に必要ͳデータを、を

͑て࿈ͤ͞ܞる「間データ࿈ܞ基盤技術」、複の AI にΑるࣗಈతͳڠௐ・࿈ܞのΈを実ݱする「AI 間࿈

�等をՄにする「ΞーΩςΫνϟ構ங」に͍ͭて研究開発をਪਐし、SPDJFUZܞ࿈ޓ業ԣ断の૬ا・基盤技術」、ܞ

��0 を実ݱするための新たͳతࣾձ基盤技術のࣾձ実にνϟϨϯδした。

˙ຊڀݚͷҙٛ
SPDJFUZ���0 を実ݱする手ஈとして、サイバー空間とϑΟδΧル空間をߴ度に༥合ͤ͞、ビッグデータと AI の活用か

らイϊϕーγϣϯがੜまれるࣾձڥを構ஙする。これにΑり、新たͳサービεビδネεϞデルがੜし、͞ま͟ま

ͳで新たͳՁがग़͞れ、ࣾࡁܦձγεςϜのύϥμイϜγϑτをىこすことをతとして͍る。

ੈքで࠷ॳに本֨తͳগྸߴࢠԽをܴ͑たզが国が、࿑ಇྗのݮগにΑるॾ՝をࠀし、ੈքのൣとͳるエίγ

εςϜを構ஙして͍͘ためには、ྑ࣭ͳݱデータをؚΉビッグデータをඋするとともに、ͦれらと�AI�技術を༥合

したࣾձ実をੈքにઌ͚ۦて実ݱして͍͘必要がある。これらのతࣾձ基盤技術のࣾձ実活ಈを௨͡、産業ڝ૪

ྗをڧԽするとともに、ݮগする࿑ಇྗをิして、ੜ産ੑを্ͤ͞て͍͘。

։ൃςーϚڀݚ˙
ʢ�ʣ�ώϡーϚンɾΠンλϥクションج൫ٕज़

հڭ、ޢҭ、٬等のΑうͳߴ度ͳイϯタϥΫγϣϯを必要とするのイϊϕーγϣϯをඪとして、これまでで

きて͍ͳ͍人のঢ়گมԽ・ձ・ද・ৼりͳͲのݱ報をऩूして AI 等でੳすることで、複ࡶで༧ଌがࠔ

ͳ人の認・行ಈをཧղする研究を実施した。また、これまでのΑうにܾめられたγφϦΦϕーεのରԠ͚ͩではͳ

͘、ྟ機Ԡมにਝでҧײͳ͘人のঢ়گ断ίϛϡχέーγϣϯをࢧԉすると͍った、人と人のイϯタϥΫγϣϯ

を AI がࢧԉ・૿ڧするߴ度にચ࿅͞れた技術を開発。ͦのීٴのಓを͘ことにΑり、SPDJFUZ���0 をਪਐする新たͳ

తࣾձ基盤の構ஙと実ূを行った。

ʢ�ʣ�ؒσーλ࿈جܞ൫ٕज़

産ֶでバϥバϥにอ༗するデータ基盤を࿈ܞし、AI にΑり活用Մͳビッグデータとしてڅڙするためにを

͑たデータをڞ༗・利活用する技術を開発。ࢄ࿈ܕの間データ࿈ܞにΑり࣋続తにࣗ立ӡ用Մͳエίγε

ςϜのܗ成をࢦした。

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第2期
「ビッグデータ・AIを活用したサイバー空間基盤技術」とは
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ʢ�ʣ�"* ؒ࿈جܞ൫ٕज़

複の AI が࿈ܞしてࣗಈతに8JO�8JO の݅等をௐするための AI 間࿈ܞ基盤技術を開発。͞ま͟まͳγεςϜ

が AI にΑり੍͞ޚれて͍るੈքで、Αりޮతͳ੍ޚ新たͳ機ձのܗ成をࢦした。

ʢ�ʣ�ΞーΩςクνϟߏங

εϚーτγςΟ、ύーιφルデータにお͍て、AI・ビッグデータ等を活用した実ূࣄ業をਐめͭͭ、・

。したࢦ等をՄとするΞーΩςΫνϟの構ஙをܞ࿈ޓ業ԣ断の૬ا

ମ੍ࢪ࣮˙
҆༞一�ϓϩグϥϜデΟϨΫター（PD）が、研究開発ܭըのࡦఆਪਐを୲った。PD�がٞ、ֳがࣄ務ہ

を務め、ؔলி、ઐՈ・༗ࣝऀで構成するਪਐ委һձが総合ௐを行った。ཧ法人として、国立研究開発法人新

エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）を活用し、ެืでબఆした研究ऀにΑり、研究開発をਪਐした。ಉ

法人のϚネδϝϯτにΑり、֤研究ςーϚのਐをཧした。サϒ PDとして、ؙ࣋ਖ਼໌（ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγ

ϣϯ基盤技術ʻ全ମཧʼ୲）、݉ଜްൣ（ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術ʻઌ�AI�基盤技術ਪਐʼ୲）、

ӽ௩ొ（間データ࿈ܞ基盤技術୲、ΞーΩςΫνϟ構ங୲）、ඌོ（AI�間࿈ܞ基盤技術୲）の �໊をஔ

した。また、イϊϕーγϣϯઓུίーデΟネーター（ઓུ $）として্ొ（ग़ޱઓུのとりまとめ）をஔするこ

とで、PD・サϒ PD・ઓུ $の࿈ܞにΑるग़ޱをݟਾ͑た研究開発をਪਐした。

はࡉৄ Q�8 রࢀ

SPDJFUZ 5.0 ʹ͍ͭͯ
サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的

課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）。ङྌ社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society 

3.0）、情報社会（Society 4.0）に続く、新たな社会を指すもので、第５期科学技術基本計画において我が国が目指

すべき未来社会の姿として初めて提এされた。Society 5.0 では、社会の変革（イノベーション）を通じて、これま

でのด࠹感が打破され、希望の持てる社会、世代を超えて互いに尊重し合あえる社会、一人一人が快適で活躍でき

る社会が実現される。

議　長 ： PD
事務局 ： 内閣府
委　員 ： サブ PD、戦略 C
  有識者委員会、
  管理法人、関係省庁 等

外部からのアドバイス、
外部組織との連携

推進委員会

体੍ਤࢪ࣮
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˙֓ཁ

ʮϏοάσータ・"*Λ׆༻ͨ͠αイόーۭؒج൫ٕज़ʯの֓ཁ� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 008

ࣾ会ͱղܾʹ͚ͨऔΓΈ�ʕ�ͭのڀݚ開発ςーϚʕ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 010

"*を׆༻͠たヒューマン・インタラクションによるऔΓΈ

αϒϓϩάϥϜσΟϨΫターインタϏϡーᶃ

"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンج൫ٕज़ʹΑΔऔΓΈʹ͍ͭͯ�ʜʜʜʜʜ 014
国立研究開発法人産業技術総合研究所人間拡張研究センター研究センター長　持ؙ正明

αϒϓϩάϥϜσΟϨΫターインタϏϡーᶄ

ώϡーϚン・インタϥΫγϣンج൫ٕज़ʹ͓͚Δ"*のׂͱ出ޱઓུ� ʜʜʜʜʜʜʜʜ 018
未来報ु株式会社代表取締役　݉村厚範

ਓとਓのコϛュχέーションのࢧԉ

˙ϚルνϞーμルσータʹΑΔࣗಈঢ়態هड़γεςϜ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 022
国立研究開発法人産業技術総合研究所、国立大学法人東北大学

˙ҿ৯͖ͮؾ͚ۀεΩル73トϨーχンάγεςϜ� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 028
国立研究開発法人産業技術総合研究所

˙ೝతインタϥΫγϣンࢧԉٕज़ʹΑΔϦΞルタイϜࢧԉγεςϜのڀݚ開発�ʜʜʜ 034
株式会社コトバデザイン

˙"*ͱϩϘςΟΫεの༥߹ʹΑΔঢ়گೝܕαーϏε۩ݱԽΦーϓンγεςϜ
のڀݚ開発�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 040

国立大学法人東京大学

ϫークライϑόランεにݙߩするαイόー・ϑΟジΧϧۀ

ԉ͢Δ"*γεςϜࢧΛࠪݕख法Λࣗಈతʹ学श͠ɺॳ৺者のࠪݕ˙
ʢ"*ࢧࠪݕԉγεςϜʣ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 046

国立大学法人筑波大学、茨城県産業技術イノベーションセンター、株式会社クリアタクト

˙ॳ৺者͕αイόーۭؒΛ௨ͯ͡容қʹ੍ޚՄͳϩϘοトγεςϜの開発
ʢ73ςϨϫーΫγεςϜʣ� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 050

国立大学法人筑波大学、茨城県産業技術イノベーションセンター、エーテック株式会社

Contents



0054*Pୈظ�ʮϏοάσータ・"*Λ׆༻ͨ͠αイόーۭؒج൫ٕज़ʯڀݚ成果ใࠂॻʢ����年ʵ����年ʣ

ख़࿅ऀの技のܧঝ

˙インϑϥྖҬʹ͓͚Δ৬ਓのٕのঝڭҭγεςϜ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 054
国立研究開発法人理化学研究所

˙インϑϥྖҬʹ͓͚ΔଧԻࠪݕのػցԽのਪਐͱࣾ会࣮�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 058
計測検査株式会社、国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構、株式会社フォトンラボ、
一般社団法人社会基盤情報流通推進協議会

マϧνϞーμϧରޠݴॲཧ

˙8FC等ʹଘ͢ࡏΔϏοάσータͱԠ༻ಛԽܕରγφϦΦΛ༻͍ͨ
ϋイϒϦουܕϚルνϞーμルԻରγεςϜのڀݚ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 066

KDDI 株式会社、国立研究開発法人情報通信研究機構、NEC ソリューションイノベータ株式会社

ҭํ๏のվળڭ

˙৽͍͠&ETFDIϓϥοトϑΥーϜɿອ画ϦογϡʹΑΔςーϥーϝイυӳޠ学श�ʜʜʜ 078
国立大学法人東京大学、エψ・ティ・ティラーニングシステムズ株式会社

˙σジタルࡐڭ৴γεςϜ#PPL3PMMΛ༻͍ͨڭҭσータऩ集・ੳج൫γεςϜͱ
ΤϏσンεڞ༗γεςϜ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 084

国立大学法人京都大学

˙ペμΰジΧルใϓϥοトϑΥーϜの࣮ݱͱࣾ会࣮ʹڀݚ͚ͨ開発�ʜʜʜʜʜʜ 090
エψ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社、日本電信電話株式会社

出ݕύターンのߟࢥͮ͘جʹ*"తܭのσβインͱ౷ݧܦߟࢥͮ͘جʹ*"号తه˙
ʹΑΔςーϥーϝイυ学शࢧԉ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 094

国立大学法人広島大学

ҭのಋೖਪਐ�ʜʜʜʜʜʜڭԉのެࢧҭڭҭϏοάσータΛベーεͱͨ͠ڭਫ਼ߴ˙ 098
国立大学法人岡山大学

社会へのऔΓΈऀྸߴ

˙ೝのຊਓͱՈのࢹΛॏ͢ࢹΔϚルνϞーμルͳ
ώϡーϚン・インタϥΫγϣンٕज़ʹΑΔཱࣗڞੜࢧԉ"*のڀݚ開発ͱࣾ会࣮� ʜʜ 102

株式会社エクサウィザーズ、国立大学法人静岡大学

˙ԕִҩྍ"*͕࿈ͨ͠ܞ日ຊࣜ*CTҬแׅέΞϞσルのڀݚ開発� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 106
株式会社アルム、学校法人慈恵大学東京慈恵会医科大学、日本テクトシステムズ株式会社、
データセクション株式会社

˙ഉᔔใΛ࣠جͱͨ͠հۀޢεέジϡールの࠷దԽ͓Αͼ
έΞの্࣭Λ࣮͢ݱΔγεςϜ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 112
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第 �期Պֶ技術基本ܭըで͛ܝた SPDJFUZ���0では、

サイバー空間とϑΟδΧル空間をߴ度に༥合ͤ͞、ビッ

グデータと AI の活用からੜまれたイϊϕーγϣϯにΑ

り、新たͳサービεビδネεϞデルがੜしてύϥμ

イϜγϑτがىきることが期͞れて͍る。

SPDJFUZ���0の۩ݱԽにはサイバー空間とϑΟδΧル空

間とが૬ޓに࿈ܞしたγεςϜͮ͘りがෆՄܽであり、

͞ま͟まͳ開発要ૉ・՝がある。また、AI 技術にΑ

ってイϊϕーγϣϯをग़ͤ͞るためには、の֞ࠜ

を͑てデータを࿈ͤ͞ܞたビッグデータのඋと、ͦ

れを活用した AI 技術のࣾձ実が必要にͳって͍る。

AI の開発利活用を୲う人ࡐのҭ成にؔしては、2020

年にઌ I5 人ࡐで �ສ人、I5 人ࡐで �0 ສ人がෆ

するਪܭがࣔ͞れて͍る。本の産業のڝ૪ྗをൈ本

తに͞ޙࠓ、্ͤ͞らにࣾձでの AI 技術の利活用を

Ճͤ͞るには、Αり実務を୲う AI 技術をཧղしたଟ

͘の人ࡐҭ成がٸ務とͳって͍る。

一ํで、データ࿈ܞにؔするओಋの取りΈとし

ては、ถ国、Ԥभがͦれͧれデータ࿈ܞඪ४の取りΈ

を開࢝して͍る。த国では国のݸ人データͳͲのͪ࣋

ग़しを੍نする法律を施行し、データのཧをڧԽして

͍るঢ়گにある。

ੈքで࠷ॳに本֨తͳগྸߴࢠԽをܴ͑る本が、࿑

ಇྗのݮগにΑるॾ՝をࠀし、ੈքのൣとͳるエ

ίγεςϜを構ஙして͍͘には、本が༗するྑ࣭ͳݱ

データをؚΉビッグデータをඋするとともに、ͦれ

らと AI 技術を༥合してࣾձ実をੈքにઌ͚ۦて実ݱ

し、産業ڝ૪ྗのڧԽにͭͳ͛ͭͭ、ݮগする࿑ಇྗを

て͍͘ことがॏ要とͳって্ͤ͞して、ੜ産ੑをิ

͍る。

では、201� 年 �݄にઃஔ͞れた人技術ઓ

ུձٞがྩ࢘ౝとͳり、AI 技術の研究開発からࣾձ実

まで一؏した取りΈをল࿈ܞでՃし、ੜ産ੑ、݈

空間のҠಈの�おΑͼ報ηΩϡ、ޢҩྍ・հ・߁

ϦςΟをॏとした産業ԽϩーυϚッϓをؚΉ「人

技術ઓུ」が201�年 �݄にまとめられた。201�

年 12݄にઃ͞れたຽ研究開発֦ࢿେϓϩグϥϜ

（P3IS.）では、ຽ間の研究開発ࢿ༠発ޮ果のྖ͍ߴ

Ҭとしてֵ新తサイバー空間基盤技術がಛఆ͞れ、֤

লの施ࡦの࿈ܞをਤり、ྖҬ全ମとしてのํੑを࣋っ

た研究開発をਪਐした。͞らに、201�年 12݄にֳܾٞ

ఆ͞れた「新し͍ࡁܦࡦύッέーδ」では、࣋続తͳ

かうために、「ੜԽに立ͪྸߴࢠてগ͚成にࡁܦ

産ੑֵ໋」と「人ͮ͘りֵ໋」を྆ྠとҐஔ͚た。ੜ

産ੑֵ໋に͚たઓུతイϊϕーγϣϯϓϩグϥϜ

（SIP）おΑͼ P3IS.ͳͲにΑる研究開発とࣾձ実、ࣾ

ձ基盤の構ஙにՃ͑、国ํެஂڞମ、ຽ間ͳͲにࢄ

ԣ断での利活用をՄと、ͤ͞ܞするデータを࿈ࡏ

するデータ࿈ܞ基盤をඋすることが͛ܝられた。

本՝は、「サイバー空間基盤技術」のதで、ಛに「ώ

ϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」「間データ

࿈ܞ基盤技術」「AI 間࿈ܞ基盤技術」「ΞーΩςΫνϟ

構ங」を֬立し、ビッグデータ・AI を活用したサイバー・

ϑΟδΧル・γεςϜをࣾձ実するものである。「ώ

ϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」にお͍ては、複

ͳ人の認・行ಈをཧղし、ྟ機Ԡมにࠔで༧ଌがࡶ

ਝでҧײͳ͘人のঢ়گ断ίϛϡχέーγϣϯを

ԉするイϯタϥΫγϣϯを開発してࢧ SPDJFUZ���0 をਪ

ਐする新たͳతࣾձ基盤構ஙをࢦした。「間デ

ータ࿈ܞ基盤技術」にお͍ては、データ基盤を࿈ͤ͞ܞ

ビッグデータとしてڅڙするために、࣋続తにࣗ立ӡ用

ՄͳエίγεςϜのܗ成をࢦした。「AI 間࿈ܞ基盤

技術」にお͍ては、複の AI がڠௐ・࿈ܞすることに

Αって、Αりޮతͳ੍ޚ新たͳ8JO�8JO 機ձのܗ

成をࢦした。「ΞーΩςΫνϟ構ங」にお͍ては、ε

ϚーτγςΟ、ύーιφルデータで AI・ビッ

グデータ等を活用した実ূࣄ業をਐめ、・ا業ԣ断

のデータ࿈ܞ、੍度උ、国ࡍඪ४Խ等をࢦした。ਤ

�に「ビッグデータ・AI を活用したサイバー空間基盤技

എܠ・国֎ͷঢ়1گ

ҙ義・ࡦతͳॏཁੑ2

「ビッグデータ・AIを活用したサイバー空間基盤技術」ͷ
֓ཁ



0094*Pୈظ�ʮϏοάσータ・"*Λ׆༻ͨ͠αイόーۭؒج൫ٕज़ʯڀݚ成果ใࠂॻʢ����年ʵ����年ʣ

֓
ཁ

術」の全ମ構をࣔす。

（1） SPDJFUZ 5.0 ͚ͯʹݱ࣮
した研究開発にΑりサイバー空間基ࡌܝのϖーδに࣍

盤技術を֬立し、ビッグデータ・AI を活用したサイバー・

ϑΟδΧル・γεςϜのࣾձ実を実施。ੜ産ੑ（作業

間・शख़度・エϥー等）を࣌ 10ˋҎ্্ͤ͞る

実用Խྫを 20 Ҏ্ग़することで、人と AI のڠಇに

Αり「SPDJFUZ���0」の۩ݱԽをࢦした。

（2） 社会໘ͷඪ
ビッグデータと AI の活用にΑり、新たͳビδネεϞ

デル、͞ま͟まͳでの新たͳサービεՁのग़

にΑり、ੜ産ੑの্とࣾձ՝のղܾの྆立にد༩す

ることをඪとした。

（3） 産業తඪ
ੈքにઌ͚ۦて、͞ま͟まͳのデータ基盤が֞ࠜ

を͑てͭͳがるࢄ࿈ܕのデータ࿈ܞをඋ。本

が࣭のݱ͍ߴ実空間の報を༗するྖҬ、本がڧΈ

を༗する産業ͳͲにお͍て、AI 技術ͳͲを活用して新

たͳՁ・サービεビδネεϞデルをग़し、産業ڝ

૪ྗの্にد༩することをඪとした。

（4） 技術తඪ
「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」では、人

と AI のڠಇにΑりੜ産ੑを্ͤ͞るために、Αりݱ

に͍ۙデータを活用する。また、人と AI がڠಇした

໘での҆全 ・ੑ৴པੑをߴめるため、人にؔするޠݴ・

ඇޠݴの報の認と、ͦれにରするԠ行ಈのデー

タϕーεԽにΑる、ϚルνϞーμルˎ�ͳイϯタϥΫγ

ϣϯ技術の開発をඪとした。また、「間データ࿈

基盤技術」では、データΧタϩグ（ϝタデータ）ͳͲܞ

を用͍て、産ֶがอ༗するデータがͲこにあるかをݕ

し、APIࡧ をհして͞ま͟まͳのデータをϫϯετ

ッϓでೖ手Մͳࢄ࿈ܕの間データ࿈ܞをࢦ

した。ڞ௨のίΞޠኮ、ݻ༗のυϝイϯޠኮ

データ構ͳͲをඋするؔলிのಈきと࿈ܞし、

ԣ断でのデータのイϯターΦϖϥビϦςΟ（૬ޓӡ

用ੑ）を֬อすることをඪとした。

（5） ੍ 度໘等Ͱͷඪ
ඪ४Խをࡍの国ࢦԉの҆全ੑにؔするࢧ報ੈ࣍

ਪਐし、国産業のڝ૪ྗڧԽをਤるために、実ূ実ݧ

ͳͲを௨͡て、技術開発おΑͼࣾձ実にؔ࿈する報

ؔ࿈法੍ಋೖにؔΘる՝をௐࠪ・நग़。ؔ࿈する੍

度վֵをਪਐすることをඪとした。

（6） ࣗ ܞମ等ͱͷ࿈࣏
研究開発ͦの実ূݧࢼに࣏ࣗମͳͲをࢀըͤ͞ると

ともに、࣏ࣗମ・ا業・େֶ・研究機ؔͳͲにରして、

開発成果をదͳΦーϓϯ・Ϋϩーζઓུに基͍ͮて研

究開発ஈ֊から開์することで、ઌ技術とࣾձ՝を

๊͑るݱとの間のڮしをࢦした。

ඪ・ૂ͍3
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ਤ �　ʮϏοάσータ・"* Λ׆༻ͨ͠αイόーۭؒج൫ٕज़ʯのશ体ߏ

�ˎ� 画像やテキストなど複数の形式（モダリティ）を組み合わせた技術をマルチモーダルと呼ぶ。
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ਤ �　ʮώϡーϚン・インタϥΫγϣンج൫ٕज़ʯのߏ成イϝージ

લड़したΑうに、サイバー・ϑΟδΧル・γεςϜの

ࣾձ実に͚、�ͭの研究開発を行った。ここではͦ

れͧれの֓要をղઆする。

「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」は、人と

人のイϯタϥΫγϣϯを AI がࢧԉ・૿ڧするために必

要とͳる「ԣ断もし͘はでԣల開Մͳ要ૉ

技術」である。

「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」の開発は、

本のੜ産ੑ্にࢿするߴ度εΩル人ࡐの AI Խ ŋ ֦

ு ŋҭ成γεςϜ、おΑͼγεςϜを活用したҭ成サー

ビεのࣾձ実をඪとして͍る。ͦの実ݱには、୯に

ଘデータをूめてط AI でੳする͚ͩでͳ͘、ߴ度ε

Ωル人ࡐがঢ়گཤྺにґଘした٬ސのత認をਪ

するためにજࡏతに利用して͍る、ڥ ŋ行ಈ ŋରデ

ータをಛఆしऩूした্で AI Խする必要があり、ͦの

AI をϩϘッτ ŋ ԕִ 73ŋ 用ࣔڭ A3 と౷合し、ࢹௌ৮

֮౷合ܕのイϯターϑΣーεでϑΟーυバッΫする技術

がෆՄܽとͳる。「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤

技術」をࣾձ実するには、これら技術՝のղܾとと

もに、ビδネεల開と国ࡍඪ४Խに必要とͳる実ূエビ

デϯεを֫ಘする必要があり、エビデϯεに基͍ͮて国

での #2#（٬サービε、製）、#2(（ֶश、հޢ）、

#2(2P（ҡ࣋ཧ）のීٴをࢦしたʢਤ̎ʣ。

「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」にΑって

実͞ݱれるϢーεέーεはൣにるが、ͦのうͪ「հ

「ޢհ」。をターήッτྖҬとした「٬」「ҭڭ」「ޢ

にお͍ては、ඃհऀޢのҩྍバイタルデータ͚ͩでͳ

͘、ഉᔔͳͲのੜ活データײ、おΑͼදのデータ

を取ಘ。ͦれらのデータと AI から࣬ױਐੜ活サイ

Ϋルを༧ଌし、ݸผέΞのޮԽをਤり、հޢίετの

ݮとΫΦϦςΟの্をಉ࣌に実ͤ͞ݱた。また、こ

れらの成果をతͳエビデϯεとして取ಘし、国で

に技術ల開すݍԽがਐΉΞδΞྸߴをਤるとともにٴී

ることをࢦした。「ڭҭ」にお͍ては、ੜెにֶश用

のデδタルデバイεが͞れるのをܖ機として、ݸ人

のֶशϩグのੵ、おΑͼͦれらデータと AI に基ͮ͘

ώューϚン・インタラクション
基盤技術（2018 ʙ 2022 年度）1

社会ͱղܾʹ͚たऔΓΈ
ʕ̐ͭͷ研究開発テーϚʕ
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ਤ �　ܕࢄؒσータ࿈ܞのશ体イϝージ

ドメイン語彙

ਤ �　�ؒσータ࿈جܞ൫ٕज़ʢίωΫタʣのશ体ΞーΩςΫνϟイϝージ

ڭ、ผֶशϓϥϯをਪ。エビデϯεを取ಘしͳがらݸ

ҭैऀࣄのෛ୲とίετを૿すことͳ͘、ڭҭޮ果を

、にお͍ては「٬」。したࢦをٴ国でのී、্ͤ͞

ઢ・දͳͲの複のϞμࢹ٬のঢ়ଶをԻデータސ

ϦςΟ報から認ࣝする技術を開発し、٬ސຬ度をਪ

ఆするとともに、ରԠするεタッϑに取るきΞΫγϣ

ϯをఏࣔする行ಈΞγεタϯτ AI を実ݱした。

2021 年度Αり、技術֬立とࣾձ実にؔする࠷ऴ

ඪを࠶ઃఆし、あΘͤてࣾձ実ऀをઃఆすること

で、ࣾձ実をݟਾ͑た研究開発をଅਐ。「ώϡーϚϯ・

イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」の研究成果のࣾձ実に

͚、ίϯιーγΞϜをܗ成し、成果であるߴ度人ࡐҭ成

γεςϜֶशࢧԉγεςϜ、հࢧޢԉγεςϜͳͲを

用͍てビδネεをల開するا業Ϣーβーとͳるا業の

ద合を実施すݱてのվળ͚ը、͞らにはকདྷにࢀ

るا業のࢀըをଅし、サービε産業の成果のࣾձ実

をࢧԉ・Ճする・ֻ͚Έを構ஙした。

ίϯιーγΞϜにお͍ては、ܦӦֶ、ඪ४Խઓུ、法

ֶのؔऀをটき、֤ݸผςーϚのࣾձ実ਪਐに必要

ͳॿݴとઓུݕ౼の人ࡐհͳͲを実施するମ੍を

උ。また、本ϓϩグϥϜ研究開発活ಈでੵした研究開

発データをެ開し、AI 技術を༗するϕϯνϟーا業を

。Έ、技術成果の活用をଅਐするମ੍をඋしたࠐきר

国、ํެஂڞମ、ຽ間ͳͲでࡏࢄするデータ基盤を

࿈ͤ͞ܞてビッグデータとしてѻ͍、・৫を͑

たデータ活用とサービεఏڙをՄとするため、ؔ

間データ࿈ܞ基盤技術（2018
ʙ 2022 年度）2



012

֓
ཁ

লிでඋがਐめられて͍る͝とのデータ࿈ܞ基盤

、ͦの΄かの͞ま͟まͳデータ基盤を૬ޓに࿈ͤ͞ܞ

る、間データ࿈ܞ基盤技術（ίネΫタ）を用͍た

するのが、「間データݱを実ܞ間データ࿈ܕࢄ

࿈ܞ基盤技術」である。

本ϓϩグϥϜでは、ا業৫が͞ま͟まͳデータに

͍ͭて、API をհしてϫϯετッϓでೖ手Մͳܕࢄ

間データ࿈ܞʢਤ �ʣ基盤を構ஙした。

ڞ௨のίΞޠኮݻ༗のυϝイϯޠኮͳらͼ

にデータ構ͳͲをඋするؔলிのಈきと࿈ܞ

し、ίネΫタの開発おΑͼޠኮのඋを௨して、を

ԣ断したデータのイϯターΦϖϥビϦςΟ（૬ޓӡ用ੑ）

を実ݱ。ಉ࣌にϓϥグイϯ構ͳͲにΑり、͞ま͟まͳ

データࣜܗのରԠをࢦしたʢਤ �ʣ。

データ࿈ܞのݪ本ੑฤूཤྺをอোするདྷྺ機

、ܖおΑͼ認ূ認Մ機、Χタϩグ構ஙのࢧԉ構

ม技術ͳͲのӡ用ࢧԉڥも͑た。

2020 年度Αり、ίネΫタを SIP データ基盤 SIP ς

ーϚҎ֎のデータ基盤（ؔলிがඋした͝と

データ࿈ܞ基盤をؚΉ）にఏڙを開࢝し、४උのできた

データ基盤からॱ࣍、続֦େした。͞らに、Ԥभのデ

ータ基盤（IDS ίネΫタ、(AIA�9）をは͡めとするॾ֎

国のデータ基盤との続に͍ͭてもௐࠪ研究の取り

Έをਐめ、開発した技術成果の国ࡍඪ४Խをਪਐした。

۩ମతͳ間データ࿈ܞのϢーεέーεに͍ͭて

は、ϑΟールυでの༗ޮੑূݕを行った。

研究開発の࠷ऴඪとして、産ֶにࡏࢄするデータ

基盤を࿈ͤ͞ܞ、AI のֶशデータͳͲとして活用Մ

ͳビッグデータをڅڙして、ܕࢄ間データ࿈ܞが

、しࢦ成をܗ続తにࣗ立ӡ用ՄͳエίγεςϜの࣋

ҎԼの 2ͭの研究ςーϚをਐめた。

ᶃ分野・組織を超えたデータ活用とサービス提供を実現

する基盤の研究

ᶄ AI 技術を用いたメタデータの構造化を核とした分野

間データ連携基盤技術の研究開発と時空間ビッグデー

タアプリケーションによる実証

ҟͳる৫にΑってಠ立してӡӦ͞れ、必ͣしも利害

が一கして͍ͳ͍ͦれͧれのサービεをཧ・੍ޚし

て͍る AI が、΄かの AI とڠௐ・࿈ܞするために必要ͳ

AI 間࿈ܞ基盤を実ݱする。実ࣾձにお͍て、͞ま͟ま

ͳ AI がଟ༷ͳͭͳがりํで࿈ܞする、૬ޓ続ੑ・૬

ኮఆٛͳͲをඪ४Խޠӡ用ੑに必要ͳϓϩτίルޓ

し、ҎԼを実ݱした。

w௨৴ॲཧྔ、ηΩϡϦςΟͳͲのにेにରԠ

した AI 間での࿈ܞのためのௐ基盤の֬立。

w実ࣾձで AI 間が࿈ܞするためのΞルΰϦζϜ（ௐ

。ཧ）の֬立ݪ

wϢーεέーε͝とに必要ͳৄࡉͳルールઃܭと、ࣾձ

ड༰ੑのৢ成。

wϢーεέーε間のڞ௨ੑʗݸผੑを౿ま͑た、ௐ基

盤ʗݪཧʗ੍度にؔするϦϑΝϨϯεΞーΩςΫνϟ

の֬立。

また、ࣾձ実をਪਐするため、ࣾձతͳ要の͍ڧ

ྖҬにお͍て、ϓϩτタイϓ開発とϢーβーا業をרき

ݕՁのڙΜでの実ূをฒྻに行͍ͳがら、技術とఏࠐ

ূをਐめて͍った。۩ମతには、本のڧΈである製

業にお͚るੜ産ੑ্人手ෆのࣾձ՝をղফし、

ࢠ༩することをૂ͍とした。あΘͤて、গد発లにࡁܦ

のࣾձ՝のղܾޢҩྍ・հ・߁݈、Խにうྸߴ

もૂ͍とし、ॳ期ಋೖϢーβーをૣ期に֫ಘするため、

デϞϯετϨーγϣϯを実施してಋೖޮ果をૣٸに໌֬

ԽできるΑうにした。

͞らに、૬ޓӡ用ੑにؔΘる࿈ܞ AI 間、࿈ܞ AI ʵ

ผݸ AI 間の API・データϞデルͳͲをඪ४Խʗެ開し、

国ࡍίϯιーγΞϜ業քஂମ、ඪ४Խஂମ、ֶ術ίϛ

ϡχςΟͳͲと࿈ܞしてීٴをਪਐした。͞ま͟まͳγ

εςϜが AI にΑり੍͞ޚれて͍るੈքで、複の AI が

新たͳޚすることにΑり、Αりޮతͳ੍ܞௐ・࿈ڠ

8JO ʵ8JO 機ձのܗ成をࢦし、ҎԼの 2ͭの研究ς

ーϚをਐめた。

ᶃ AI 間連携によるバリューチェーンの効率化・柔軟化

ᶄ健康・医療・介護 AI 連携基盤の構築

SPDJFUZ���0 の実ݱに、͚ຽ࿈ܞମ੍にΑってε

ϚーτγςΟύーιφルデータにお͍て、

AI・ビッグデータͳͲを活用した実ূࣄ業をਐめͭͭ、

「2��間データ࿈ܞ基盤技術」の研究開発とも࿈ܞし

ͳがら、・ا業ԣ断の૬ޓ࿈ܞ等をՄとするΞー

ΩςΫνϟを構ஙした。͞らに、εϚーτγςΟ

AI 間࿈ܞ基盤技術
（2018 ʙ 2020 年度）3

アーΩテクチャ構ங
（2019 年度）4
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ਤ �　4PDJFUZ ��� ϦϑΝϨンεΞーΩςΫνϟ

ύーιφルデータにお͍ては、国֎のΞーΩςΫ

νϟϢーεέーεに͍ͭて、報ऩ ・ूੳを行った。

֤にؔして、国֎にお͚る۩ମతͳϢーεέー

εの構成要ૉを、SPDJFUZ���0 ϦϑΝϨϯεΞーΩςΫ

νϟʢਤ �ʣの֤（ઓུ・ࡦ、ルール、৫、ビδ

ネε、機、データ、データ࿈ܞ、Ξηッτ）にཧし

た。͞らに、֤にؔして実ূすき複のϢーεέ

ーεをબఆして実ূࣄ業を実施し、εςーΫϗルμーと

の合ҙܗ成をਐめͳがらΞーΩςΫνϟを構ங。ΞーΩ

ςΫνϟを利害ؔऀ間でڞ༗し、・ا業ԣ断のデ

ータ࿈ܞ、੍度උ、国ࡍඪ४Խ等をਪਐした。

研究開発の࠷ऴඪとして、εϚーτγςΟύ

ーιφルデータにお͚る国֎ؔ࿈ࣄ業のཧ・構

Խ実ূࣄ業を௨͡て、ࢢ OS ઃܭ国ࡍඪ४Խ、

・ا業ԣ断のデータ࿈ܞͳͲにࢿするΞーΩςΫν

ϟを構ஙした。また、ΞーΩςΫνϟに基ͮき、ຽの

ཧղを౿ま͑、技術開発ࣾձ実・ํݟ௨のڞがऀؔ

、データ࿈ܞ、国ࡍඪ४Խ、੍度උͳͲをՃし、

εϚーτγςΟの実ݱύーιφルデータのԁͳ࿈

。௨をՃͤ͞たྲྀ・ܞ

本研究は、ҎԼの 1�のݸผςーϚをਐめた。

ᶃスマートシティ・アーキテクチャ設計と関係実証研究

の推進

ᶄ利用者へのデリバリーを意識した都市 OS の開発およ

び実証研究

ᶅ異種スマートシティ基盤のプログラマブル・フェデレ

ーションによる広域人流把握・活用実証

ᶆ異種システム連携による都市サービス広域化（高松広

域 - 防災）と複数都市間のデータ連携の実証

ᶇ民間事業者含む都市内の異なるシステム連携による分

野横断サービスの実証研究（富山市・高松市－交通・

観光）

ᶈ観光関連サービス事業者向け、AI 活用型高度データ

共有化プラットフォームの研究開発・実証

ᶉスマートウエルネスシティ実現に係る実証研究

ᶊスマートシティにおけるパーソナルデータと産業デー

タのデータ取引市場による共有基盤の実証

ᶋ分野横断による課題解決型デジタルスマートシティの

実現と複数都市間のデータ連携に関する実証研究

ᶌ DFFT（Data Free Flow with Trust）実現のためのアー

キテクチャ設計と国際標準化推進の研究開発

ᶍ情報銀行間データ連携の実証と考察

ᶎ個人起点での医療データ利活用の促進に向けた「医療

版」情報銀行アーキテクチャの実証研究

ᶏ生体認証（顔特徴量）データの事業者間連携に関する

アーキテクチャ実証研究

ᶐ特定エリアにおける行動データの事業者間の連携に関

するアーキテクチャの実証研究の実施

ᶑトラストサービスに関するアーキテクチャとしての共

通 API 仕様策定とその有効性に関する実証研究

ᶒ多様な分野を地理空間情報でつなぐ持続的なプラット

フォームのデザインと実証
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ʮώϡーϚン・インタϥΫγϣンج൫ٕज़ʯͱ

ʕʕɹؙ࣋ઌੜɺʮઓུతイϊベーγϣンϓϩάϥϜʢ4*Pʣୈ *"・ʗϏοάσータظ� Λ׆༻

ͨ͠αイόーۭؒج൫ٕज़ʯのڀݚ開発ςーϚͰ͋ΔʮώϡーϚン・インタϥΫγϣンج൫ٕज़ʯのα

ϒϓϩάϥϜσΟϨΫターΛΊΒΕ͍ͯ·͢ɻ͜ΕͲのΑ͏ٕज़ͳのͰ͠ΐ͏͔ɻ

ɹώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯとは、人と人の間でのイϯタϥΫγϣϯ、すͳΘͪ「り取り」ؙ࣋

のことをҙຯします。௨ৗ、人と人とのίϛϡχέーγϣϯはֶでѻうྖҬではͳ͘、ࣾձֶίϛ

ϡχέーγϣϯֶͳͲのྖҬにͳると͍ࢥますが、「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」では、

人と人の間にͳΜらかのγεςϜがೖって、ίϛϡχέーγϣϯをࢧԉして͘れるのです。SPDJFUZ���0

がࢦすࣾձは、人と人との࿈ܞにΑって成り立ͪますが、ͦこでは、人と人のίϛϡχέーγϣϯは

機ցがࢧԉすきと͑ߟて͍ます。ここで͍う機ցとは、AI をඋ͑たものとͳります。

これを実ݱするには、2ͭのଆ໘から͑ߟてΈる必要があります。一ͭは、「ώϡーϚϯ・イϯタϥ

Ϋγϣϯ基盤技術」はԿのに立ͭのか、もう一ͭは「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」の実

にお͍ては、人がݱてΈると、ྫ͑ものͮ͘りの͑ߟがし͍かͲうかです。まͣલऀに͍ͭてݱ

ってきたことを全にࣗಈԽすることが、製ޮԽのඪの一ͭͩったΘ͚です。とこΖが、サー

ビεのݱにお͍ては、全にࣗಈԽするとՁ֨がԼがってしまうにあります。

ͦれはͲう͍うことかと͍うと、ྫ͑ࣗಈंがಉ͡ΫΦϦςΟでͭ͘られるͳら、ߪങऀにとっ

てはͦのࣗಈंが人間にΑってΈ立てられたのか、機ցにΑってΈ立てられたのかはؔありまͤ

Μ。とこΖが、これがサービεのγーϯにͳるとएׯҟͳってきます。おण࢘͞Μに行ったとき、ཪ

で人がण࢘をѲって͍るのか、機ցがѲって͍るのかはͦれ΄Ͳؔͳ͍と͍ࢥます。ですが、ͦのण

がϕルτίϯϕΞーでྲྀれて͘るのか、人間がのલでग़して͘れるかにΑって、Ձがେき͘ҟͳ࢘

AI を活用したώューϚン・インタラ
クション基盤技術ʹΑΔऔΓΈʹ
͍ͭͯ

国ཱڀݚ開発法ਓٕۀ࢈ज़૯߹ڀݚ所ਓ֦ؒுڀݚηンターڀݚηンター
ਖ਼明ؙ࣋

サブプログラムディレクターインタビュー①
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ります。ͳら、バッΫϠーυにはͲΜͲΜ機ցをೖれ、ϑϩϯτエϯυは人がれ͍͍。とこΖが、

ϑϩϯτエϯυでՁをߴめΑうとすると、ͦこには༏लͳ人ࡐが必要にͳるΘ͚です。ͭまり、༏ल

でՃՁの͍ߴサービεをఏڙできる人ࡐを期間でҭ成すれ、Ձ֨を্͛ることができる。ͦこ

に、「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」にΑるࢧԉが必要にͳって͘るのです。

ͦして、ऀޙのଆ໘から͑ߟると、もののঢ়ଶをηϯγϯグして、ඪのঢ়ଶに合Θͤるࠓまでの技

術にൺると、ళһ٬ސのঢ়ଶをηϯγϯグして、໌֬にͳって͍ͳ͍こともଟ͍٬ސの要をຬた

すために、ͦののঢ়ଶにԠ͡て機ցがళһにԿらかのࢧԉをすることは、もののࣗಈԽΑりもはるか

にし͍でしΐう。ͩからこͦ、ͦこに新し͍ AI が必要にͳるのです。

このώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯを୲う新し͍ AI の研究開発には、ֶ術తݙߩもあります。େき

。て͍ます͑ߟのがあるとͭࡾ͘

第一はϚルνϞーμル、すͳΘͪԻςΩετ報͚ͩでͳ͘、දৼりと͍ったଟ༷ͳ֮ײ

報、ੜମ報を総合తにѻってਪする AI 技術です。ࠓճ、ײਪఆ技術ͳͲでこの取りΈがͳ

͞れ、ֶ術తにもイϯύΫτのある成果とͳりました。

第ೋはจ຺です。จ຺とはೖྗ 9にରしてग़ྗ :のؔをֶशするとき、తにؔしͳ͍とߟ

͑られるม Aが A� にͳったことが݁果にӨڹし、ग़ྗが :� にมΘってしまうと͍うものです。Aに

はաڈのཤྺ͞ま͟まͳڥҼࢠがؚまれるでしΐう。จ຺ਪは AI にお͚る࠷新のτϨϯυです。

ճのϓϩδΣΫτでは、このจ຺ਪに部తにΞタッΫしました。ྫ͑、ศࣝผηϯサーでࠓ

Θれた AI では、ैདྷのೖྗ 9͚ͩでͳ͍ଟ༷ͳ報からग़ྗ :（か、ศか）をਪしており、ٛ

ͳจ຺ਪに֘すると͑ߟて͍ます。

第ࡾはデータです。第一に͛ܝたϚルνϞーμルもؚめ、ैདྷ、あまりੵ、ެ開͞れてこͳかった

データがࠓճのϓϩδΣΫτでੵ͞れました。ͦの一部は、ඃऀݧのྃղをಘた্で、ಗ໊Խ・Ծ໊

Խॲཧをしてެ開͞れますが、はりհޢڭҭͳͲ、ਂ͘ݸ人報にؔΘるのデータはެ開が

し͍ことがかりました。これらのデータ࿈ܞに͍ͭては、ޙࠓ、ルール・ࣾձత合ҙܗ成が必要にͳ

ります。͍ͣれにしてもデータがެ開できͳ͍ものに͍ͭては、できるֶ͚ͩश͞れたϞデルをެ開で

きるΑうにしました。ۙ年では、このΑうͳ基盤とͳる AI Ϟデルに、ద用ಛ༗のগデータをՃ

͑てసҠֶशすることがΜに行Θれており、データެ開͚ͩでͳ͘、ֶशϞデルެ開と͍うでも、

ֶ術తにݙߩできるとཧղして͍ます。
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ʕʕɹ۩体తʹͲのΑ͏ͳڀݚ開発ΛਐΊΒΕͨのͰ͠ΐ͏͔ɻ͖͢ڀݚ成果͕͋Εͯ͑ڭ

͍ͩ͘͞ɻ

ɹサービεにも、͍Ζ͍Ζͳଆ໘があり、ྫؙ͑࣋ FίϚーεは #UP$ のサービεではあるのですが、

人と人の間でのり取りはϦΞルタイϜには発ੜしまͤΜ。ͦう͍ったサービεではͳ͘、ຽ間活ྗͩ

͚ではղܾできͳ͍ࣾձత՝ͳͲをςーϚに、がۚࢿをೖしてղܾすることをࢦして͍ます。

ͦこでࠓճはબれたのが、ڭҭとհޢのです。ڭҭののࢧԉと͍͑、本དྷはڭҭޮ果を্

͛ることがతにͳるのですが、ߍֶ、ࠓのઌੜはৗ業務͚ͩで手͍っͺ͍のঢ়گです。ͦして、গ

、本͚ͩのࣾձ՝ではͳ͘ͳって͘るはͣです。本でうま͘దԠできたϞデルはޙࠓ、Խはྸߴࢠ

ւ֎でもあるఔ度ల開できるかもしれͳ͍。հޢのも、人間が手をಈかすことがॏ要ͳのです。

ͩからと͍って、人手͚ͩでิおうとすると、本人のେがհޢをしͳ͚れͳらͳ͘ͳる。したが

って、͍かにগͳ͍人で、ଟ͘の人に一ఆϨϕルのհޢがఏڙできるかを͑ߟͳ͚れͳりまͤΜ。

また、ࠓճは٬も༏ઌターήッτにしました。本の٬は「おもてͳし」ͳͲ、ւ֎にൺてڝ

૪ྗがあります。ͦの࣭༏Ґੑのڝ૪ྗに、͞らにੜ産ੑの؍をՃ͑、総合తͳڝ૪ྗڧԽにͭͳ

͛Αうと͍うものです。٬はൢച͚ͩでͳ͘ҿ৯॓ധͳͲ、͞ま͟まͳ໘で必要です。ͦう͍っ

たでの٬εΩルをできる͚ͩਝにݱ、্ͤ͞でࢧԉできれ͍͍と͑ߟて͍ます。

成果は͍Ζ͍Ζありますが、ͦのதでも、ಛにհޢは研究開発がうま͘ਐΜͩと͡ײて͍ます。

ྫ͑ࣜגձࣾΞルϜは、AI をೖして͞ま͟まͳデータをੳし、ඃհऀޢの݈߁ঢ়ଶͳͲをѲ

する研究をਐめて͍ます（Q�10� はҩྍの一部でもあるのですが、ؔΘって͍ޢর）。ͦもͦも、հࢀ

るのはҩྍैऀࣄではͳ͘հऀࣄैޢͳのです。ඃհऀޢの݈߁ঢ়ଶをѲするには、あるఔ度のҩྍ

にؔΘるࣝも必要にͳって͘るため、ΞルϜは֤छΣΞϥϒル IP5 ҩྍ機ث、ࢱ機ثのデータ

を࿈ܞ・ऩूするϞχタϦϯグ AI とԕִҩྍ AI にΑって、ຫੑతに人手ෆであるհݱޢ・ޢを

。らしましたݮのෛ୲をऀࣄैޢԉし、հࢧ

また、ࣜג�ձࣾ BCB が開発したഉᔔηϯサーは、ഉᔔ͞れたとศがࣝผできます（Q�112 。（রࢀ

これ͚ͩでも、े技術తにすらし͍のですが、BCB がࠓճの研究でࢦしたのは、հݱޢにお͚

る D9です。すͳΘͪ、ศࣝผをデδタルԽして、հޢϓϩηεをม͑ます。ݱঢ়のհޢ施ઃでは、

ඃհऀޢはே から࣌8 間にഉᔔしͳ͚れ͍͚まͤΜ。とは͍͑、୭࣌までと͍うܾめられた࣌�

もがຖܾめられた࣌間にഉᔔできるΘ͚ではͳ͍ので、ඃհऀޢにとってもհऀࣄैޢにとっても、

େきͳෛ୲にͳって͍ます。ͦれにରして BCB のιϦϡーγϣϯは、この人はこう͍う৯ࣄを༩͑て

こう͍うༀをすると、େମԿ࣌͘ら͍にഉᔔがあると༧ଌします。ͦして、ͦのݸ人͝とのഉᔔ༧ଌ

のෛ୲ऀࣄैޢͳらͼにհऀޢΦϖϨーγϣϯをϞδϡール͝とにΈସ͑、ඃհޢにԠ͡て、հࠁ࣌

をݮらすと͍うものです。ɹ

ͦして、,DDI ձࣾのձ用ࣜג AI ίϛϡχέーγϣϯϞδϡールは、έΞϚネδϟーにΑるऀྸߴ

の໘ஊをସするγεςϜです（Q��� のऀྸߴ、ঢ়ଶѱԽと૬ؔがあると͍Θれて͍る߁݈。（রࢀ

ίϛϡχέーγϣϯෆを੍するために、ऀྸߴとରできるԻରイϯターϑΣーεを開発しま

した。ͦのイϯターϑΣーεをհしてରࡶஊの機ձを૿Ճͤ͞、ίϛϡχέーγϣϯෆをղফ͞

ͤます。ͦのࡍに、ࡏݱのମௐ͝൧をきͪΜと৯て͍るのかͳͲの報もฉきग़してデータとして

ஊதにγεςϜがしたੜ活ࡶ、たりͤݟをإஊతԠにରしてসࡶに、γεςϜのࡍします。実ه

のώϯτͳͲにରして、「ࢲもࢼしてΈます」と͍うϙδςΟϒͳԠをࣔすऀྸߴが͍ることも研究

のதで֬認できました。
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ίンιーγΞϜのઃཱ国ࡍඪ४Խのඞཁੑ

ʕʕ　ڀݚ成果の׆༻ʹ͍ͭͯɺޙࠓͲのΑ͏ͳల開Λ͓͑ߟͰ͠ΐ͏͔ɻ

に、ある࣌は、ԟʑにしてビδネεにͳります。ྫ͑、まͩਫंがͳ͍ݩɹ基盤技術のࣾձؙؐ࣋

業ऀがਫंのΈを͍͍ͭࢥたとします。ͦれをった国は、ͦの業ऀにରしてਫंを開発するۚࢿ

と、ਫंをಈかすために必要ͳਫݯを�年間ఏڙするとఏҊして͘るでしΐう。ఏҊをྃ承した業ऀは、

ਫंを開発しͳがらも、ੈ間に͚てਫंをうϝϦッτをΞϐールします。�年ޙにਫंを成ͤ͞

た業ऀは、国がਫݯをҾき্͛てもࣗྗでਫݯを֬อして、実ࡍにਫंをಈかしͳがら֎部にΞϐール

します。ͦれをݟた人がͦの業ऀからਫंをߪೖする͚ͩでͳ͘、ผの業ऀがਅࣅをしてਫंをͭ͘り

。めるかもれまͤΜ࢝

一ํで、ͦ の業ऀがਫंをճし続͚て͍るのをݟにདྷる人が͍ͳ͍と、ਅࣅをする業ऀもݱれまͤΜ。

͞らに、実ࡍにਫंをͭ͘るのはͦうし͘ͳ͍し、ਫݯの֬อもͦれ΄Ͳ手間がかからͳ͍とݴって

͘れる人が͍ͳ͚れ、ͳかͳかがらͳ͍のです。ͦこで、΄かの業ऀも新たͳ産業にࢀೖしす͘

するための֎部৫が必要にͳってきます。

ʕʕ　ͦΕ͕ࠓճのϓϩάϥϜのதͰઃཱ͞ΕͨɺώϡーϚン・インタϥΫγϣンج൫ٕज़ίンιーγ

ΞϜのׂͳのͰ͢Ͷɻ

業ऀがͦのͭ͘りํをಠし、ਫंと͍う製のීࣄॳにਫंを開発した࠷、ɹͦうです。ैདྷはؙ࣋

、がͳかͳかਐΈまͤΜ。ͦこでٴでした。しかし、1ࣾಠではීํ͑ߟとେྔੜ産で利ӹをग़すٴ

ਫंのͭ͘りํをެ開し、ΉしΖਫݯの୳しํޮ果తͳਫंのํ͍と͍うサービεで利ӹをग़して

がܽかͤまͤΜ。ͦこでίϯٴて͍ます。サービεで利ӹをग़すには製であるਫंのී͑ߟをܗ͍͘

ιーγΞϜがීٴのׂを୲うのです。

ίϯιーγΞϜのׂは、開発ऀとಉ͡ビδネεϞデルで利ӹをग़した͍΄かの業ऀの間にೖってϓ

ϩϞーγϣϯϚッνϯグ、デΟετϦビϡーγϣϯをすることです。開発ऀが 1͚ࣾͩでֻ͚す

るΑりも、͍Ζ͍Ζͳ人をूめて͘るので、ϓϩϞーγϣϯのޮもྑ͘ͳる。また、新し͍産業をී

ことにͳりͭ࣋て͍͘には、ルールͮ͘りも必要にͳるので、ͦうしたׂもίϯιーγΞϜがͤ͞ٴ

ます。

は産業技術総合研究ॴのதでࢲ ISO�5$��12（サービεエΫηϨϯε）のࡦఆにؔΘって͍ますが、ͦ

こでは༏れたサービεఏڙྗを࣋って͍る本ا業が、ੈքでΑり͍ߴධՁをಘられるΑうͳルール

ͮ͘りをਐめて͍ます。ͦう͍った取りΈとࠓճの成果のීٴは合கするとこΖがଟ͍ので、ޙࠓඪ

४Խの取りΈをਐめて্͍͘でも、ࠓճの研究成果をܧ続ͤ͞ることがॏ要にͳると͑ߟて͍ます。

ʮϏοάσータ・"* Λ׆༻ͨ͠αイόーۭؒج൫ٕज़ʯの出ޱઓུ
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ʮώϡーϚン・インタϥΫγϣンج൫ٕज़ʯͱ "*

ʕʕ　݉ଜઌੜʮώϡーϚン・インタϥΫγϣンج൫ٕज़ʯのαϒϓϩάϥϜσΟϨΫターͱͯ͠ɺ

ಛʹ"*のٕज़໘Λαϙート͍ͯ͠·͢ɻʮώϡーϚン・インタϥΫγϣンج൫ٕज़ʯͰ༻͍ΒΕΔ"*ʹɺ

ͲのΑ͏ͳの͕͋ΔのͰ͠ΐ͏͔ɻ

݉ଜɹ人と人のίϛϡχέーγϣϯとはߴ度ͳεΩルで、これを AI Խするには、త認をਪして、

。のイϯターϑΣーεでϑΟーυバッΫする技術がෆՄܽですܕௌ৮֮౷合ࢹ

に一ํతに断したり行ಈしたりするࡍするڙख़࿅ऀは、サービεをఏͭ࣋度ͳサービεεΩルをߴ

のではͳ͘、٬ސのঢ়ଶにԠ͡てॊೈにରԠします。ྫ͑、空ߓの٬Χϯター業務をྫにして、

ඈ行機にりれた٬ސ Aと #が૬ஊにདྷたとします。このうͪ、Aの٬ސはバΧϯε帰りで、かͭ

ఔに༨༟があり、ཌのศにৼりସ͑てもͳ͍と͑ߟて͍るのですが、#の٬ސはビδネεでの

ϑϥイτͳので、ଧ合Θͤにग़るために必ͣதにతにணかͳ͚れͳらͳ͍ঢ়گにあるとしま

す。ͦの合、#の٬ސはతにかう࣍のศが༧できͳ͚れ、ۙྡ空ߓのৼりସ͑でも構Θ

ͳ͍とࢥって͍るかもしれまͤΜ。このΑうに、ͦれͧれの٬ސがஔかれたঢ়گ立にΑって、ద

にఏڙできるサービεの༰はҟͳります。

こうした٬ࣗސ、ࡍがはっきりとࣗのঢ়گ要ٻをݴ༿でઆ໌して͘れれ͍͍のですが、ͦう

とはݶりまͤΜ。また、要ٻは͑て͘れても、ͦれが無ཧͳらผのํ法でも͍͍と͍ったϙδς

Οϒͳ要ٻͳのか、ઈରにͦのํ法にしてもら͍た͍と͍うネΨςΟϒͳ要ٻͳのかは、ಛにまͩ׳れ

て͍ͳ͍٬がૉૣ͘ਖ਼֬にಡΈ取るのは؆୯ではͳ͍と͍ࢥます。ͦの合、٬のख़࿅ऀは٬ސ

のදଶ度から૬手のঢ়گをහײにします。ͦして、ͦ れͧれのঢ়گに合ΘͤたఏҊを͑ߟます。

このΑうに、のલに͍る٬ސがͲのΑうͳঢ়ଶͳのかをಡΈ取って͍͘ことが、త認のਪͳ

ώューϚン・インタラクション基盤技
術ʹ͓͚Δ AI ͷׂͱग़ޱઓུ

ະདྷใुࣜג会ࣾ表औక
݉ଜްൣ　

サブプログラムディレクターインタビュー②
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のです。「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」では、ͦう͍った AI の研究開発がਐめられました。

ʕʕ　ࢹௌ৮֮౷߹ܕのインターϑΣーεͱ͍͏͕͋Γ·͕ͨ͠ɺ٬ސのঢ়گཱ場ͳͲのਪΛ

"* Ͱ࣮ͨ͠ݱ場߹ɺͦΕΛͲのΑ͏ʹ׆༻͢ΔのͰ͠ΐ͏͔ɻ

݉ଜɹこのྫでは 2人の٬ސのྫしか取り্͛て͍まͤΜが、実ࡍにはଟ͘の٬ސを૬手にしͳ͚

れͳらͳ͍Θ͚で、ͦのために「このঢ়گでこのΑうͳ٬ސにରして、ख़࿅ऀはこうしたサービεを

ఏڙして͍ます」と͍うルールをた͘͞Μूめた͚ͩでは、ݧܦのઙ͍εタッϑがͦれらのルールを活

用して٬ސにରԠすることはし͍でしΐう。ͳͥͳら、ͦれらのルールを全て҉هするには無ཧがあ

るし、ͦもͦも͞ま͟まͳ݅ذを全てཏしたルールをͭ͘ることはࠔͩからです。

ͦこで、実ࡍのサービεఏڙのݱでは、ݸʑの٬ސのঢ়ଶをもとにしてとるきΞΫγϣϯを、ͳ

Μらかのํ法で AI がεタッϑにఏҊ（ϑΟーυバッΫ）できれ、ؙ 。してお͘必要はͳ͘ͳりますه҉

ϑΟーυバッΫのํには、イϯΧϜでのԻࣔࢦをは͡め、εϚーτϑΥϯタϒϨッτにจࣈ

ه߸、ਤܗをදࣔするͳͲ͍Ζ͍Ζとあります。また、τϨーχϯグのにお͍ては、73ΰーグル

をண用してԾతにݱをݱ࠶することで、ΑりϦΞルでϦッνͳϑΟーυバッΫもՄにͳるでしΐ

う。実ࡍに、ख़࿅ऀとݺれるํは、ࣄલにܾまって͍る一本ಓの行ಈをとって͍るΘ͚ではありまͤ

Μ。のલに͍る٬ސはࠓͲう͍うঢ়ଶͳのか、Ͳう͍うจ຺でࠓここに͍るのかͳͲを、ՙ

のେき͞ͳͲ͞ま͟まͳ要ૉからηϯγϯグしてঢ়گ断し、ݴ༿にΑるイϯタϥΫγϣϯを͍ͳが

ら、これͳら૬手がೲಘして͘れͦうͩと͑ࢥるఏҊをݸʑのέーεにԠ͡て͑ߟて͍るのです。

こうしたサービεのఏڙに͍ͭては、ڭҭհޢのݱであっても༗ޮに活用できます。٬ސとಉ͡

Αうに、のલに͍るֶशऀ要հऀޢにͲうରԠすれ͍͍のかを͑ߟる্で、ηϯγϯグঢ়گ

断、ΞΫγϣϯのܾఆもॏ要にͳってきます。

ԣ断తʹల開Ͱ͖Δ "* ཁૉٕज़ͱ

ʕʕɹڀݚ開発͞Εͨ "* Λల開͢ΔʹͲのΑ͏ͳ՝͕͋Γ·͔͢ɻ

݉ଜɹAI 要ૉ技術のల開には、ೋͭのஈ֊があります。࠷ॳのஈ֊は、൚用ੑは͍ߴのですが、ͦの

ままではΞϓϦにͳりに͍͘技術です。ը૾認ࣝͳͲは、ࣸਅにࣸって͍るのがݘೣͩとかったと

しても、ͦれ͚ͩではΞϓϦにͳりまͤΜ。また、ը૾認ࣝにΑる人のإの認ࣝ技術も、ମԹଌఆと

݉ଜް ʢൣ͔ͶΉΒ・͋ ͭのΓʣ
2009 年京都大学大学院情報学研究科修ྃ、博
士（情報学）。国際電気通信基礎技術研究所

（ATR）、大阪大学産業科学研究所などを経て、
2014 年に国立研究開発法人産業技術総合研究
所（産総研）に入所。2018 年から AI スタート
アップ企業のࣥ行役員を務めた後、現在は、産
総研の招ᡈ研究員や ATR の客員研究員として研
究を続ける一方、未来報ु株式会社代表取締役
を務める。研究者としては機械学習の諸分野へ
の応用、生体信号処理を専門とし、ビジネスに
おいては技術スタートアップの支援を通じた先
端技術の社会展開を推進している。
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Έ合Θͤたり、イϕϯτのೖऀをΧϯτしたりするͳͲ൚用ੑはඇৗに͍ߴのですが、൚用ੑがߴ

͍がΏ͑に、ಛఆのతをఆしたΞϓϦԽには͍Ζ͍Ζとͭ͘りࠐΈが必要にͳります。

ྫ͑、ମԹଌఆではإのதでൽෘが࿐ग़して͍る部のԹ度をଌることが必要であり、ϚεΫの部

のԹ度をଌってもҙຯがありまͤΜ。したがって、人のإを認ࣝしたら、ͦの人のഽの部を͞らに

認ࣝͤ͞る必要があります。また、ೖऀのΧϯτでは、ಉ͡人をԿճもॏ複してΧϯτしͳ͍た

めに複ࡶͳΞルΰϦζϜをೖれてお͘必要があるͳͲ、൚用ੑの͍ߴ AI をって実用ੑのあるΞϓϦ

に্͛るには、͞ま͟まͳが必要にͳります。

ͦこで、࣍のஈ֊では、Αりঢ়گがݶఆ͞れるので൚用ੑは͘ͳるのですが、実用ੑの͍ߴΞϓϦ

がͭ͘れる AI 要ૉ技術がٻめられます。ྫ͑、第 2ஈ֊の AI 要ૉ技術のྫとして、ίϯΫϦーτ

のͻͼׂれを認ࣝするΞϓϦがあるのですが、これは第 1ஈ֊のը૾認ࣝをίϯΫϦーτのͻͼׂれ

にಛԽしたものͳので、第 1ஈ֊΄Ͳの൚用ੑはありまͤΜ。とは͍͑、ίϯΫϦーτのͻͼׂれの

ঢ়ଶを認ࣝするために、τϯネルのը૾をେྔにूめたとしても、ͦの認ࣝ技術はτϯネルҎ֎にもಉ

͡ΑうにίϯΫϦーτがΘれたݐのݕͳͲにస用できるՄੑがあるのです。すͳΘͪ、ͻͼ

ׂれの認ࣝと͍うڞ௨のతで、τϯネルҎ֎にもԣల開できると͍うことです。

このΑうに「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」では、あらか͡めԠ用をఆした্で、

第 2ஈ֊のԣ断తͳ AI をͭ͘ることにྗして͍ます。ͲΜͳΞϓϦにも൚用తに͑る AI 技術

の基ૅ研究ではͳ͘、ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯྖҬのதで、۩ମతͳతをͭ࣋ΞϓϦを実ݱす

る AI 技術をͭ͘って͍るのです。

ʕʕɹ画૾ೝࣝҎ外ʹɺԣల開Ͱ͖Δ "* ཁૉٕज़のྫ͕͋Γ·͔͢ɻ

݉ଜɹײ認ࣝもը૾Իを認ࣝすることにはͳるのですが、一ൠతに AI にΑるײ認ࣝと͍うと、

৺ཧֶにお͚るײを AI で認ࣝする、൚用తͳ手法の開発がతにͳると͍ࢥます。しかし、SIP に

お͍ては、サービεఏڙに必要ͳൣғでײがಡΈ取れれྑ͍のです。ͦして、ද৭にݱれる

。るจ຺もॏ要とͳりますࢸ、ͦこにگ͚ͩでͳ͘、ͦののঢ়ײ

ྫ͑、٬のઆ໌தに٬ސのදがಶった合、ͦれが௨ৗのઆ໌の࠷தであれ、୯にઆ

໌ෆがあったのではͳ͍かと断し、Αりஸೡにઆ໌しすと͍った行ಈをとれྑ͍でしΐう。一

ํで、දがಶったのが、٬ސからの要ٻを断ったタイϛϯグであれ、ͦれは૬手がগしෆ機ݏにͳ

ったと͍うԠであり、「ͪΌΜとΘらͳかった」と断してΘ͟Θ͟もう一度断りのݴ༿を発してし

まうと、ޮٯ果にͳってしま͍ます。このΑうに、AI にΑるײ認ࣝも、٬でΘれる合はͦの

にԠ͡てঢ়گ断できる機を࣋ったものがٻめられます。ここでࢦして͍るײ認ࣝは、৺ཧֶత

ͳҙຯでਂ͍ײをಡΈ取って͍るのではͳ͘、サービεఏڙにに立ͭঢ়ଶ認ࣝをして͍るのです。

"* ཁૉٕज़のϏジωεల開ͱ国ࡍඪ४Խの՝

ʕʕɹ"* ཁૉٕज़のϏジωεల開ͱ国ࡍඪ४Խの՝ͱͯ͠ɺ国内 #�#ʢ٬αーϏεɺ�ʣɺ#�(ʢ学

शɺհޢʣɺ#�(Pʢҡ࣋ཧʣの普及͕͛ڍΒΕ͍ͯ·͢ɻ͜Εʹ͍ͭͯͲのΑ͏ʹ͓͑ߟͰ͔͢ɻ

݉ଜɹビδネεల開にؔして͍͑、SIP のड託ऀのํʑにはビδネεをల開するࣄ業ձࣾもあれ

、ͦうではͳ͍研究機ؔもあります。લऀの合は、AI 要ૉ技術をࣗࣾビδネεにੜかしͭͭも、

ϓϥッτϑΥーϜͳͲと合ΘͤてΦーϓϯにすることで、͞らͳるల開をਤって͍きます。ྫ͑、エ

ψ・ςΟ・ςΟ・ίϛϡχέーγϣϯζࣜגձࣾにはެڭҭ（#2(）͚の「まͳͼϙέッτ」と͍う

ϓϥッτϑΥーϜがあるのですが、ここに͞ま͟まͳࡐڭがࡌって活用͞れるΑうにͳります。またג

ࣜձࣾΞルϜは、まͣࣗࣾϓϩμΫτの「5FBN」に AI 要ૉ技術をಋೖするのですが、技術ͦのものは

΄かにもస用Մです。

の研究機ؔの合、ྫ͑産業技術総合研究ॴでは「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術ίऀޙ
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ϯιーγΞϜ」と͍う৫を立্ͪ͛て技術Ϟδϡールをूし、ͦ のࢀՃا業が実ࡍに「ώϡーϚϯ・

イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」を利用・ීͤ͞ٴます。このࡍにॏ要ͳのは、ͦの技術がԿに͑てͲの

Αうͳޮ果があるのかと͍うエビデϯεがあることです。ͦの্で、֤ࣾのϚーέッτχーζとうま͘

Έ合Θ͞ったとこΖに、まͣはల開して͍͘ことにͳるでしΐう。

国ࡍඪ४Խに͍ͭては、ެతͳඪ४ԽஂମにΑってఆめられたデδϡールඪ४とすれ、͞ま͟まͳ

ってもら͍す͘ͳります。まͣは国でීೖし、技術ϞδϡールϓϥッτϑΥーϜをࢀ業ऀがࣄ

の࣭にڙうのですが、ͦこにด͡ͳ͍ためのӦ業πールとしても༗ޮです。サービεఏࢥがਐΉとٴ

͍ͭては、すでに ISO�5$��12（サービεエΫηϨϯε）としてࡦఆがਐΈͭͭありますが、٬ސຬ

度の্にとͲまらͣ、٬ސから࣋͞ࢧれるΑうにͳるにはը一తͳサービεではͳ͘、٬ސにԠ͡た

サービεがॏ要とҐஔ͚て͍ます。「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」は、ͦのためにこͦ

に立ͭと৴͡て͍ます。国ڝࡍ૪の؍で͍͑、Ϛϯύϫーがେͳத国ͳͲにରして࣭でউෛ

すると͍うઓུがあり、ͦのためにもඪ४Խがثにͳります。

一ํでビδネεల開にお͍ては、技術のࣾձड༰ੑの՝がॏ要であると͑ߟて͍ます。ྫ͑、「あ

ͳたのײঢ়ଶが、AI にΑってಡΈ取られます」とݴΘれると、ϝッηーδのग़しํにΑっては߅

を͡ײるํが͍るかもしれまͤΜ。とは͍͑、実ࡍの AI 技術はͦこまでには౸ୡしておらͣ、৺の

ͤ。をਖ਼֬にಡΈ取ることはෆՄですײ ͍͍ͥ、ද৭、ઢͳͲのදݱからਪଌするしかͳ͘、

ͦれでもਫ਼度は৺ཧֶతには͍ߴとまでは͍͑まͤΜ。しかし、本 SIP ではద用υϝイϯをݶり、ͳお

かͭ「ײをਖ਼֬に認ࣝすること」ではͳ͘「サービεఏڙに必要ͳ報をಡΈ取ること」にಛԽする

ことで、実用ੑをߴめて͍ます。このΑうに、技術༰をޡղのͳ͍Αうにઆ໌し、技術にΑるศӹを

ཧղ・実ײしてもらうྗも必要にͳって͘るでしΐう。

…

ʮώϡーϚン・インタϥΫγϣンج൫ٕज़ʯのΦーϓンイϊベーγϣンઓུ
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本研究՝では、これまで技術తにࠔであった、サ

ービε業務தのঢ়گをεタッϑ・٬ސのײまでؚめて

Ѳし、ͦれにରॲするεΩルを໌らかにしてࢧԉする

認తイϯタϥΫγϣϯࢧԉ技術を活用するためのϚル

νϞーμルデータにΑるࣗಈঢ়ଶهड़γεςϜを開発し

た。

サービε業務にैࣄするεタッϑの業務܇࿅にؔする

ίετは、新人εタッϑの࣌間తίετにՃ͑、τϨー

φーとͳるεタッϑの࣌間తίετも必要とͳることか

ら、業務܇࿅のੜ産ੑを্ͤ͞ることが必要である。

本研究՝では、業務܇࿅ݱのੜ産ੑを্ͤ͞る

ことをతとし、人（ASUJp�DJBM�IOUFMMJHFODFɿAI）

技術を活用し、Իө૾、ςΩετ（発༰）、

ཧࢦඪͳͲの複のデータをଟ֯తͳࢹからݱ٬

のධՁ・ৼりฦりがՄͳγεςϜの開発をࢦした。

۩ମతには、٬໘にお͚るώτのঢ়ଶ（εタッϑ・

ΧςΰϦー、またײͼͳͲのت・٬のౖり・൵しΈސ

はϙδςΟϒ・ネΨςΟϒのײ度合͍、εタッϑの

٬ԠରͳͲ）のมԽをྻܥ࣌にਪఆՄͳ AI 技術を開

発するためのデータϕーε構ஙを行うことをతとし

た。ͦして、AI 技術を活用した٬のঢ়ଶをهड़する

γεςϜ開発を行͍、ͦのੳ݁果をՄࢹԽするための

πール開発をਐめ、ݱا業での༗用ੑをߟした。

（1） ࣮ 期間ࢪ
2018 年度ʙ 2022 年度

（2） ࣮ 法ํࢪ
�ʣタεΫ内容σータベーεのߏங

本研究՝では、サービε業務தの作業ऀ（εタッϑ）

が行って͍る認తイϯタϥΫγϣϯのཧを行うた

め、ΞϯέーτௐࠪώΞϦϯグௐࠪと͍った࣭త研究、

ઢ、ମࢹ、の発࣌のもと、٬Ԡରྗڠ業のاݱ

ಈ作ͳͲのデータܭଌと͍ったྔత研究にྨし、デー

タ取ಘをਐめた。

࣭త研究では、実ݱでの٬ԠରのタεΫのཧを

行うώΞϦϯグௐࠪを行った。ௐࠪでは、作業ऀが֮

して͍る報のηϯγϯグ作業ऀの行ಈ・Ԡのܭଌ

͚ͩでͳ͘、エεϊグϥϑΟΧルͳ手法、දੳにΑ

るײਪఆ手法もݕ౼した。

またྔత研究では、ݱا業のྗڠのもと、認తイ

ϯタϥΫγϣϯにؔする報をײ໘までؚめてଌఆ

研究ͷత1
期間ͱํ法2ࢪ࣮

˔αーϏεۀதのঢ়گΛεタοϑ・٬ސのײ·ͰؚΊͯѲ͠ɺͦのεΩルΛ明Β͔ʹͯ͠ࢧԉ͢Δ
ೝతインタϥΫγϣンࢧԉٕज़Λ開発ͨ͠ɻ

˔ϚルνϞーμルਂ学शʹͮ͘جࢧ٬ԉ "* の開発のͨΊɺ٬Ԡରの場໘ʹ͍ͨͮج発Ի・発
ςΩεトɺ表のσータʹ͍ͨͮجʮ٬σータベーεʯΛߏஙͨ͠ɻ

˔日ຊޠ会ԻのͨΊのԻٕज़のڀݚ開発Λ行͍ɺ࣮ࡍの日ຊޠ٬Ի会のద༻ͱͯ͠ɺ
ɻͨ͠༺׆ಈ画Λݧ٬行ಈ࣮͍ͨͮجʹのٖγφϦΦۀ٬ۭߤ

国ཱڀݚ開発法ਓٕۀ࢈ज़૯߹ڀݚ所ɺ国ཱେ学法ਓ౦େ学

ϚルチϞーμルデータʹΑΔ
ࣗಈঢ়ଶهड़システム

"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
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"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
ϚルνϞーμルσータʹΑΔࣗಈঢ়態هड़γεςϜ

し、作業ऀの৺ཧతঢ়گおΑͼମঢ়گと࿈ͤ͞ܞて

ཧしたタεΫ༰データϕーεの要ૉをநग़し、データ

。ଌおΑͼੳを行ったܭ

ըに基ͮき、2018ܭの研究ه্ 年度と 201� 年度に

は࣭త研究であるώΞϦϯグௐࠪおΑͼݱا業のεタ

ッϑにରするେنΞϯέーτௐࠪを行った。͞らに、

201� 年度にはྔత研究であるٖݱ٬を構ஙし、

ଌを行͍、٬ԠରのܭのԼ、人間ྗڠεタッϑのݱ

データをܭଌした。

2020 年度と 2021 年度には、٬ސとεタッϑとの間

のイϯタϥΫγϣϯで発ੜするײมԽおΑͼྻܥ࣌で

のイϯタϥΫγϣϯϞデルを構ஙするੳを行͍、ख़࿅

度のҧ͍をൺֱするための手法をݕ౼した。

͞らに、2021 年度と 2022 年度には、サービε業務

தのঢ়گをεタッϑ・٬ސのײまでؚめてѲし、ͦ

のεΩルを໌らかにしてࢧԉする認తイϯタϥΫγϣ

ϯࢧԉ技術としての AI 技術開発との࿈ܞをࢦし、

٬໘での発Իにযをてた٬データϕーεの

構ஙを行った。

�ʣϚルνϞーμルਂ学शʹͮ͘جࢧ٬ԉ"*の開発

本研究՝では、サービε業務தのঢ়گをεタッϑ・

までؚめてѲし、ͦれにରॲするεΩルをײ٬のސ

໌らかにしてࢧԉする認తイϯタϥΫγϣϯࢧԉ技術

を開発するために、٬業務にお͚るサービε 2PE を

ࣗಈਪఆするための AI 技術（ϚルνϞーμルࢧ٬ԉ

AI）を開発した。

ϚルνϞーμルࢧ٬ԉ AI の研究開発の一ͭとして、

のॏ要ੑにணし、要ૉݱදײ٬のސ AI のためのϚ

ルνϞーμル本ײޠਪఆγεςϜのݕ౼、ϓϩτタ

イϓγεςϜの開発を行った。本研究՝では、まͣ、

Իίーύε（౦େֶが開発したデײޠଘの本ط

ータϕーε）を利用して、Իڹ・ςΩετ（発ݴ༰）

のೋͭのϞμϦςΟをಉ࣌にྀߟするਂֶशϞデル

（.VMUJNPEBM�5SBOTGPSNFS）を構ஙした。

͞らに、٬ސεタッϑのײਪఆをは͡め、٬

࣭をධՁするための AI のϓϩτタイϓを開発するにあ

たり、「実ڥにお͚る٬ձղੳ」を݈ؤに行うに

は、複人にΑるձԻをऀ（٬ސ、εタッϑ）͝

とに発۠ݴ間をಉఆ（ある͍は）するॲཧが要ૉ技

術としてॏ要とͳる。ͦのため、本研究՝では、ऀ

ಉఆ（ऀμイΞϥイθーγϣϯ）技術ͳらͼにԻ

技術、͞ らにԻ認ࣝͳͲ「本ޠ٬ձղੳ基盤」

にؔする研究開発を行った。

�ʣϚルνϞーμルσータʹΑΔࣗಈঢ়態هड़γεςϜ

の開発

本研究՝では、٬Ԡରにお͚るεタッϑのサービ

ε࣭τϨーχϯグϙイϯτをՄࢹԽ。Ԡର࣭を٬

し、これまでのࢦతにධՁできるγεςϜの開発を؍

ධՁ݁果、また AI 技術を実した。

（1） タスク༰データベースͷ構ங
は͡めに、࣭త研究に取りΈ、研究՝のཧを行

うこと、また実ݱでの٬ԠରのタεΫのཧを行う

ためのώΞϦϯグௐࠪを行った。ಛにݱا業の空ߓϩ

ビー٬業務では、࣌٬にਪఆする報として業務ε

Ωル͚ͩではͳ͘、イϯタϥΫγϣϯにお͚るײίϯ

τϩールがΑりॏ要であり、ͦ のεΩルをཧղするには、

業務εΩルとײにӨڹするίϛϡχέーγϣϯεΩル

のがॏ要とͳる。ͦのため、タεΫのࡉԽとεΩ

ルの֓要のཧղのために、まͣグϥϯυεタッϑのख़࿅

（エΩεύーτ）と新人（ϊービε）のҙࣝのࠩ、

٬のରԠ法のҧ͍をエεϊグϥϑΟΧルͳ手法にΑސ

りݕ౼した。イϯタビϡーの݁果、エΩεύーτは、

٬のॳ期ஈ֊からઌೖ؍を࣋たͣにྫྷ੩に٬ސの৺ཧ

ঢ়گをѲするための͍か͚をҙࣝして行って͍

た。またձ͚ͩでͳ͘、ඇޠݴのίϛϡχέーγϣϯ

εΩル（うͳͣき、ද、しํ、のτーϯ、ڑײ、

立ͪҐஔͳͲ）を٬ސのঢ়ଶに合ΘͤてҙࣝతにมԽ͞

ͤて͍ることも໌らかとͳった。一ํ、ϊービεはձ

の༰、ݴ༿͍ݣにはするが、ඇޠݴのίϛϡχέ

ーγϣϯεΩルにରするҙࣝはগͳかった。またエΩε

ύーτは٬業務をָしΉ࢟がݟられ、ࣗらし͍

٬法（ࣗのύーιφϦςΟに合った٬法）をͭ࣋ͳ

Ͳ٬行ಈにଟ༷ੑがあることも໌らかとͳった。͞ら

にεタッϑが࣋って͍るεΩルを໌らかにし、ͦれͧれ

のεΩルをैདྷのܭଌ技術を用͍てηϯγϯグすること

がՄであり、؍٬Խできることを໌らかにするため、

εタッϑをରとしたେنͳ（1000 ໊を͑るグϥ

ϯυεタッϑऀݧܦ）Ξϯέーτௐࠪを行った。このௐ

ࠪは、ݱのاྗڠ業のグϥϯυεタッϑのݧܦを༗す

るεタッϑにରしての8FCΞϯέーτࣜܗでґཔした。

本研究ͷ成果3
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ͦのௐࠪ݁果から、٬Ԡରに必要ͳ٬ސΘかりす

͍આ໌ͳͲのεΩルࢹ٬ސに立った行ಈにؔするε

Ωルでは、おもてͳしにؔする֨ࢿを༗して͍るεタッ

ϑのҙࣝが૬ରతに͍ߴことがΘかった。一ํ、Ϛφー

ͳͲのεΩルでは、おもてͳしにؔする֨ࢿの༗無にؔ

Θらͣ、ճしたଟ͘のεタッϑのҙࣝが૬ରతに͍ߴ

ことがΘかった。

ྔత研究では、ݱا業のྗڠのもと、認తイϯタ

ϥΫγϣϯにؔする報をײ໘までؚめてଌఆし、

作業ऀの৺ཧతঢ়گおΑͼମঢ়گと࿈ͤ͞ܞてཧし

たタεΫ༰データϕーεの要ૉをநग़し、データܭଌ

おΑͼੳを行った。ٖ٬໘での٬ԠରධՁ実

のもと、10ྗڠ業のاݱ、ではݧ ໊のεタッϑにࢀ

Ճ͍たͩき、データܭଌを行った。本実ݧでは、εタッ

ϑの発Ի・ମಈ作・ࢹઢ・ੜཧデータ（৺ഥ）、

また٬ސの発Ի・ମಈ作をಉ࣌にऩूし、٬ސと

εタッϑのイϯタϥΫγϣϯ࣌のデータऩूをਐめた。

͞らに٬Ԡରのྻܥ࣌ྨ手法の構ஙのため、行ಈભ

Ҡのྨをఆٛしたʢਤ �ʣ。ͦのཧ༝として、行ಈભ

Ҡྨは٬行ಈを؍٬Խし、行ಈをϓϩηεԽした্

で٬தに必要ͳ行ಈをੳするために必要と͑ߟた。

これにΑって、τϨーχϯグతࢹから、ख़࿅度্の

ために必要ͳࣝ・ࢧԉを行うことがՄにͳることが

εタッϑݱ、られた。Ϟデルの構ஙにあたっては͑ߟ

ϩビー業務ऀݧܦらとのҙަݟをॏͶ、࣌٬のϓ

ϩηεঢ়ଶ֤૬のભҠのϙイϯτ、֤ঢ়ଶで行う

きことをهड़した。これらのҙަݟの݁果を౿ま͑、

ҎԼの௨り֤૬で行うきことをྨԽした。

第 1૬では、εタッϑがࠔり͝とのある٬ސからの

をड͚る（もし͘はࠔって͍る٬ސにしか͚る）こ

と、おܴ͑のѫࡰをすることͳͲをओͳタεΫとした。

第 2૬では、٬ސがࠔって͍るࣄฑをฉきग़すこと

をओͳタεΫとした。

第 �૬では、٬ސがࠔって͍るࣄฑにରするղܾࡦ

のఏࣔをすることをओͳタεΫとした。

ͦして第 �૬では、٬ސがղܾࡦ（もし͘はସҊ）

にରしてೲಘまたはཧղし、ࣄฑがղܾすること、また

は٬ސのࠔり͝との༰࣍第では、٬のΫϩーδϯグ

を行うことをओͳタεΫとした。

本Ϟデルを活用し、本研究՝で取ಘしたݱεタッ

ਤ �　行ಈભҠྨख法の֓೦Ϟσル
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"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
ϚルνϞーμルσータʹΑΔࣗಈঢ়態هड़γεςϜ

ϑをରとしたٖγφϦΦにお͚る٬行ಈの実݁ݧ

果をධՁした݁果から、ख़࿅度のҧ͍にΑり第 �૬（՝

ղܾɿղܾࡦのఏࣔ）に要する࣌間がҟͳることがΘ

かり、ख़࿅度ਪఆのՄੑをࣔࠦしたˎ�。

͞らに、ϚルνϞーμルਂֶशに基ͮ͘ࢧ٬ԉ

AI の開発ͭͳ͛るため、࣌٬のϓϩηεঢ়ଶભ

Ҡϙイϯτ、֤ঢ়ଶで行うきことを発༰からՄࢹ

Խするための発༰データのऩूと発Իղੳをਐ

めた。ಛに発Իղੳでは、εタッϑのと࣌٬

のϓϩηε（Ͳの૬のԠରをして͍るのか）のཧを行

͍、エΩεύーτは٬ސのχーζからཧ立ててఏҊし

て͍るのにରして、ϊービεは࠷ॳに͑ߟられるఏҊを

ఏࣔする（ͭまり٬ސがෆຬ・ෆ҆をฦすためҊ࠾

とಋ͚ͳ͍）にあることをࣔした。

ଞํ、研究՝（2）「ϚルνϞーμルਂֶशに基

ͮ͘ࢧ٬ԉ AI の開発」のため、ԋܶऀݧܦにྗڠを

を構ஙした。٬Ԡରの業「٬データϕーε」、͗ڼ

छ取ಘするデータは、ද（�ํ）、ͦして発༰

と発Իとし、ͦれͧれをࠁ࣌ಉ期したঢ়ଶでهし

た。٬ސとεタッϑとのイϯタϥΫγϣϯとして、本デ

VoiceFilterモデル

話者分離システム

話者ダイアライゼーションモデル

話者同定（ダイアライゼーション）システム

接客会話 1チャンネル音声データ

接客会話の性質によって2つのシステムを使い分ける
（複数話者の発話の重なりが多い場合は話者分離、それ以外は話者同定、等）

ਤ �　者ಉఆʗ者ٕज़

ˎ�� 近井学 , 伊藤納奈 , 水浪田鶴 , 遠藤博史 , 氏家弘裕 , 岩木直 , 山口忠克 , 曽原倫太郎 , 曽布川美穂 , 遠藤康平 , 鳥居由紀子 , 名倉千紘 , 佐藤洋 . 
接客場面における対人コミュニケーションのインタラクションモデルの基礎的検討 , 電子情報通信学会技術報告 , vol.121, no.52, pp.12-
16, 2021.

ˎ�� C. Busso, M. Bulut, C.C. Lee, A. Kazemzadeh, E. Mower, S. Kim, J.N. Chang, S. Lee, and S.S. Narayanan. IEMOCAP: Interactive emotional 
dyadic motion capture database, Journal of Language Resources and Evaluation, vol. 42, no. 4, pp. 335-359, 2008.
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ータϕーεに֨ೲするデータは٬Ԡରの一ԟ෮での

り取り（ྫɿ٬ސˠεタッϑˠ٬ސ）とした。٬Ԡର

の業छは、ཱྀ٬業（ߤ空٬業）、ҿ৯サービε業（Ϩ

ετϥϯ、ίーώーγϣッϓ）、খച業（ίϯビχエϯ

εετΞ、ΞύϨル、ඦ՟ళ）の �業छとした。また、

٬Ԡରの໘は、ϑΝーετίϯタΫτ（٬ސ・εタ

ッϑがରቂした໘）、ղܾࡦのఏࣔ（٬ސのࠔり͝と

をղܾした໘）、Ϋϩーδϯグ（٬がऴྃした໘）

とした。ײදݱとしては、٬Ԡର໘での٬ސのײ

がදग़しす͍、تͼ、ڻき、期、ౖり、൵しΈ、

ෆ҆、͞らにχϡーτϥル（շʗෆշঢ়ଶ、֮੧ʗඇ֮

੧ঢ়ଶではͳ͍）の�छྨとした。্هの݅に基ͮき、

�業छʷ �໘ʷ ܭの合ײ� 12� γφϦΦの٬ސお

Αͼεタッϑの発༰（ςΩετ）を用ҙした。これ

らのデータを 2�໊のऀにԋ͡てもら͍、٬データ

ϕーεを構ஙした。

（2） ϚルチϞーμルਂ学शʹ基ͮ͘
 ࢧ٬ԉ AI ͷ開発
ϚルνϞーμルࢧ٬ԉ AI の研究開発の一ͭとし

て、バイϞーμルײਪఆγεςϜの構ங・ূݕを行っ

た。これはձࣜܗの٬γーϯにお͚るײੳを行

うことをతとしたもので、ԻڹಛͳらͼにςΩε

τ（発ݴ༰）の྆໘（バイϞーμル）から発ऀݴのײ

ঢ়ଶをਪఆするものである。େͳデータからֶश͞

れたࣗࢣڭݾありֶशϞデルをਂֶशΞルΰϦζϜ

5SBOTGPSNFS で౷合する新たͳ手法をఏҊし、ӳެޠ

開ײデータϕーε（5IF�IOUFSBDUJWF�ENPUJPOBM�DZBEJD�

.PUJPO�$BQUVSFɿIE.O$AP）ˎ�でূݕしたとこΖ、ಉ

データϕーεにお͚るߴ࠷ਫ४のੑをୡ成できること

がΘかった。また、本ײਪఆγεςϜをલड़の「٬

データϕーε」を用͍てֶश・దԠԽすることで、本

。したݱを実ੑ͍ߴ٬Իにお͍てもޠ

ฒ行して、ԻڹಛのΈ（ϢχϞーμル）にΑるײ

ਪఆγεςϜの開発もซͤて行͍、本ޠをؚめたଟݴ

ਪײԻデータϕーεを用͍たϚルνϦϯΨルײޠ

ఆを実ݱした。こͪらはバイϞーμルγεςϜにൺて

基本తͳੑはྼるものの、γεςϜが؆ศでద用ੑが

ରԠが必要ͳγーϯで必要ෆޠݴ空٬業等ଟߤ、͘ߴ

Մܽͳ技術にͳると͑ߟられた。

͞らに、本ޠ٬ձղੳ基盤のߴ度Խとして、

٬ձղੳのためのऀಉఆ（μイΞϥイθーγϣϯ）

γεςϜʗऀγεςϜʢਤ �ʣ、本ޠԻ認ࣝ

γεςϜの研究開発に取りΜͩ。͍ͣれにお͍ても、

ಛにదԠԽ（p�OF�UVOJOH）の技術・Ϟδϡール開発に

ྗし、٬データϕーεͳらͼに実܇٬࿅データを用

͍た開発とূݕを実施した。実ݱ٬γーϯでఆ͞

れるԻܭଌ݅（εタッϑのΈがணしたখܕ؆қϚ

イΫでのܭଌで٬ސのԻデータもऩू）と͍った、

をੑ͍ߴがେき͍݅Լにお͍てもڹϊイζのӨڹ

ୡ成できることをࣔした。また、Ҏ্の一࿈のղੳ技術

の݁果をྻܥ࣌に౷合し、ՄࢹԽ・ϓϨイバッΫՄͳ

πールを構ஙしたʢਤ �ʣ。

（3） ϚルチϞーμルデータʹΑΔ
 ࣗಈঢ়ଶهड़システムͷ開発
る手法の一্ͭͤ͞࿅のੜ産ੑを܇業の業務اݱ

として、ϚルνϞーμルデータにΑるࣗಈঢ়ଶهड़γε

ςϜの開発を行った。

本γεςϜで取りѻうデータは、実ݱでऩूՄͳ

ਤ �　ϚルνϞーμルྻܥ࣌σータのՄࢹԽ
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"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
ϚルνϞーμルσータʹΑΔࣗಈঢ়態هड़γεςϜ

発Իをは͡めとするܭଌデータであるʢਤ �ʣ。こ

のதで、発Իのデータを活用し、研究՝（2）で

開発した本ޠԻੳ AI とײਪఆ AI データをೖ

ྗする（イϯϙーτする）ことで、٬Ԡରのྻܥ࣌に

ैってײ報が༩͞れるγεςϜを開発した。デー

タӾཡ࣌には、ಈը૾΄かのϚルνϞーμルデータと

౷合して٬ԠରをӾཡすることがՄとした。

このγεςϜが実ݱできることで、τϨーφー（ࢦಋ

ऀ）τϨーχー（新人εタッϑ）の業務܇࿅がՄࢹԽ

͞れ、͍ߴサービεεΩルの֫ಘが༰қにͳり、܇࿅࣌

間ॖ܇࿅ίετݮͳͲのޮ果が実ݱできる。

本研究՝では、これまで技術తにࠔであった、サ

ービε業務தのঢ়گをεタッϑ・٬ސのײまでؚめて

Ѳした。ͦれにରॲするεΩルを໌らかにしてࢧԉす

る認తイϯタϥΫγϣϯࢧԉ技術を開発することを

にΑるイϯタビϡーௐࠪΞܞ業との࿈اݱ。したࢦ

ϯέーτௐࠪͳͲの࣭త研究にՃ͑、ٖ٬Ԡର໘

のܭଌ実ݧͳͲのྔత研究をΈ合Θͤ、タεΫ༰デ

ータϕーεの構ஙをਐめた。͞らに、ϚルνϞーμルਂ

ֶशに基ͮ͘ࢧ٬ԉ AI の開発を研究グルーϓで

࿈ܞしてਐめ、ݱا業が܇࿅໘で活用しす͍Ϛル

νϞーμルデータにΑるࣗಈঢ়ଶهड़γεςϜの開発を

ਐめた。

࿅தに行うき܇業の業務اݱ、のలとしてޙࠓ

χーζをѲ・ཧղすݱతͳࡏのཧを行͍、જ߲ࣄ

るためίϯサルςーγϣϯの実施ମ੍おΑͼ本γεςϜ

のύッέーδをԁにݱا業ఏڙするためのΈ

を構ஙすることで、本研究՝で開発した技術を活用し

す͘し、ビδネεのల開をਪਐするܭըである。

·ͱΊͱޙࠓͷల4
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インϓット
（ڥ࣮）

体ಈ࡞

ઢࢹ

表

発Ի

ੜཧ৴号

発内容

データཁૉ

٬σータベーεのߏஙͱ学शσータの ʢੵ日ຊޠ٬のײਪఆʣ

ਓؒܭଌσータ�ʷ�"*ʹΑΔײਪఆ

情推ఆAIײ

ใの付༩ײ

౷合したデータʹΑΔ
٬࣭ͷධՁ

日本ޠԻੳAI
（ੳධՁ）

者ಉఆٕज़
4QFBLFS�%JBSJ[BUJPO�

Իೝٕࣝज़
4QFFDI�UP�UFYU

AIϞデル

.VMUJNPEBM
TSBOTGPSNFS�

ྻܥ࣌
ঢ়ଶ推ఆ

（情 等ײ）

ςΩεトʢ発ݴ内容ʣ
z͍͢·ͤΜ�ͪΐͬͱ�͍͍ʁ
͜Ε�Θ͔Β�ͳ͍�の�Ͱ͕͢z

Իڹ

ө૾

ਤ �　ϚルνϞーμルσータʹΑΔࣗಈঢ়態هड़γεςϜのσータϑϩー
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˔ҿ৯αーϏεఏۀڙதʹ͓͚Δళฮのεタοϑ・٬ސのঢ়گΛײ·ͰؚΊͯѲͯ͠ۀϓϩηε
Λదʹ行͢ΔͨΊのεΩルΛ明Β͔ʹ͠ɺ͜ΕΛࢧԉ͢ΔೝతインタϥΫγϣンࢧԉٕज़ʹ͍ͭ
ͯのڀݚΛਐΊͨɻ

˔ಛʹҿ৯αーϏεʹ͓͚Δ٬୲者のʮ͖ͮؾʯͱʮ༏ઌॱҐ断ʯʹؔ͢ΔεΩルैདྷख法Ͱの
トϨーχンάͱධՁ͕ࠔͰ͋ͬͨ͜ͱ͔ΒɺトϨーχンάઐ༻の 73γεςϜΛ開発͠ɺෳՕ所Ͱ
࿅ΛՄʹͨ͠ɻ܇ΛѲ・ରԠ͢Δگɺঢ়ͯ͠؍มԽΛҙਂ͘گΔঢ়͜ى

国ཱڀݚ開発法ਓٕۀ࢈ज़૯߹ڀݚ所

ҿ৯業͚気͖ͮスΩル
73トϨーニングシステム

"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ

࿑ಇ人ݮޱগが続͘զが国にお͍て࿑ಇྗの֬อは全

産業にڞ௨の՝である。ಛに৬が͘ߴ、࿑ಇྗの

ׂ̔をඇਖ਼ޏن用にཔって͍ると͍Θれて͍るҿ৯サー

ビε業にお͍てはਝͳ人ࡐҭ成はॏ要ͳ՝とͳって

͍る。ಛにサービεをఏڙする業務にお͍ては、複の

をؚめたײするಉ྅のܞをؚめたঢ়ଶ、࿈ײ٬のސ

ঢ়ଶをѲして、దに業務ϓϩηεを行するための

断とରԠがٻめられる。このΑうͳ合に人がࣗવに

行って͍る、૬ޓに認ྗを༗する人ಉ࢜の認と行

ಈにΑるイϯタϥΫγϣϯを「認తイϯタϥΫγϣϯ」

とఆٛしてϞデルԽすることで、ͦのաఔをࢧԉする技

術に͍ͭて研究を実施した。この研究を௨して、サービ

ε࣭を্ͤ͞るためのࢧԉのϙイϯτ、必要ͳε

ΩルをτϨーχϯグするためのϙイϯτがՄࢹԽ͞れ、

間ॖ࣌࿅܇、サービεεΩルの֫ಘが༰қにͳり͍ߴ

܇࿅ίετݮͳͲのޮ果が期͞れる。͞らに、人

のײのྀを技術にΑりࢧԉするとこΖにまで発ల

ͤ͞ることで、٬ސຬ度ै業һຬ度の্を技術

でࢧԉするՄੑに͍ͭても期͞れる。

この研究をਪਐするにあたり、কདྷにお͚る AI 技術

の活用をఆし、作業ऀが֮して͍る報作業ऀの

行ಈ・Ԡのܭଌ技術、エεϊグϥϑΟΧルˎ�ͳ手法、

දੳにΑるײਪఆ手法ͳͲ͞ま͟まͳ手ஈを用͍

て、作業ऀが行って͍る認తイϯタϥΫγϣϯにؔ

する報をײ໘までؚめてଌఆし、作業ऀの৺ཧతঢ়

てཧする、タεΫ༰ͤ͞ܞと࿈گおΑͼମతঢ়گ

データϕーεの構ஙをࢦした。ͦの۩ମతͳ手ஈとし

て、ݱの人ࡐҭ成の՝をղܾするτϨーχϯグγε

ςϜを実ݱ・ಋೖすることで期తͳ人ࡐҭ成の՝を

ղܾしͭͭ、期తにはこのγεςϜの活用を௨してエ

Ωεύーτの͞ま͟まͳݟ܇࿅࣌のデータをऩू・

AI 活用のための報基盤構ஙをࢦした。

（1） ࣮ 期間ࢪ
2018 年度ʙ 2022 年度

（2） 73 業܇࿅システムͷ開発
ऴతにタεΫ༰データϕーεを構ஙし、AI࠷ にΑ

研究ͷత1

期間ͱํ法2ࢪ࣮

ˎ� 異文化・コミュニティの中に実際に入り込み、行動観察やインタビューを行うこと。
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るੳに用͍ることができる༗用ͳデータをେྔかͭܧ

続తにੵするには、ै業һがܭଌ͞れることにΑり

తͳԸܙをड͚られるとಉ࣌に、ܭଌのෛ୲が࠷খݶ

にͳるΑうͳΈを構ஙする必要がある。ͦこで、実

ূ研究のاྗڠ業とのҙަݟをॏͶ、実࣭తͳԸܙを

ड͚ͳがらै業һのঢ়گをίετでܭଌ・ੵできる

。࿅にணした܇Έとして73業務

2018 年度は、ҿ৯٬業務にお͚る業務εΩルにؔ

して実務୲ऀにイϯタビϡーし、ϋϯデΟをૢ作

しͳがら٬するとಉ࣌に、ళঢ়گをѲする認タ

εΫにࠔがある、ళのঢ়گからるきことを

ॠ࣌にεέδϡーϦϯグして手ॱをこͳす必要がある

に͍ͭて՝を֬認した。͞らに、ࣾにお͚るڭҭࢿ

ྉࢠとө૾ίϯςϯπをੳし、ಛに認తイϯタϥ

Ϋγϣϯとؔ࿈がਂ͍とࢥΘれる認タεΫのநग़と

ཧをࢼΈた。

Ҏ্のௐࠪに基ͮき、201� 年度は、ಛにࡏݱの܇࿅

ํ法である O+5 では໌ࣔతにτϨーχϯグできて͍る

かͲうかのূݕがࠔͳ܇࿅タεΫとして、複Օॴで

ಉ࣌にىこって͍ることにରする「ͮؾき」と「༏ઌॱ

Ґ断」の܇࿅をநग़し、これらのεΩルを܇࿅するҿ

৯業ͮؾ͚きεΩルを܇࿅するための 73τϨーχϯ

グγεςϜの開発にண手したʢਤ�ʣ。܇࿅γεςϜでは、

ମऀݧは).D（ϔッυϚϯτデΟεϓϨイ）をண

して 73空間に͞ݱ࠶れたళฮにೖし、ళのঢ়

にをりͳがら、複のςーϒルにରࢠ٬の༷ސگ

する܇٬࿅を行う。܇࿅ऀのͮؾき༏ઌॱҐ断の

手ֻかりとͳる、৯ࣄਫのݮり、٬ސがた͞れたと

きのڍಈをݱ࠶したʢਤ �、ਤ �ʣ。

きͳタイಋऀはࣗのࢦ、͞れه࿅༰は全て܇

ϛϯグで、͞ま͟まͳࢹから܇࿅༰を֬認し、ఆੑ

తͳධՁをهՄとしたʢਤ �、ਤ �ʣ。͞らに、ࣗ

ಈ࠾の実ݱに必要ͳఆྔධՁデータをऩूするΈ

を実ݱしたʢਤ �ʣ。また、ผ్ऩしたख़࿅ै業һの

Ϟデルಈ作を͞ま͟まͳࢹから؍できる機もඋ͑

た。

2020 年度は、73 τϨーχϯグγεςϜのධՁ実ݧ

のために、実ݧ用ϓϩグϥϜのվྑをਐめた。ಛに、ମ

するڹ࣭にେき͘Өݧ 73ਲ͍のରࡦに͍ͭてΨイυ

ϥイϯݕ౼委һձˎ�と࿈ܞし、ฒਐ࣌ճస࣌のਲ͍

ݮ機の実をਐめた。͞らに、73τϨーχϯグγ

εςϜでのళฮのҠಈに͍ͭて、ίϯτϩーϥのδϣ

ਤ �　ҿ৯͖ͮؾ͚ۀεΩル 73トϨーχンάγεςϜ

ˎ� ガイドライン検討委員会とは、戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第２期「ビッグデータ・AI を活用したサイバー空間基盤
技術／認知的インタラクション支援技術／人工知能と融合する認知的インタラクション支援技術による業務訓練・支援システムの研究
開発」事業にて開発する業務訓練・支援システムの運用ガイドラインのଥ当性と実効性に関する検討を行い、当֘システムの普及に向
けて運用ガイドラインの策定および活用を推進する委員会。



030

ਓ
ͱ
ਓ
ͷ
ί
ϛ
ỿ
χ
έ
ồ
γ
ἀ
ϯ
ͷ
ࢧ
ԉ

イεςΟッΫにΑるҠಈํ法の΄か、Αり؍తにҠಈ

Մͳ、γεςϜ用ऀの౿ΈにΑるҠಈํ法も実

し、用ऀのΈにԠ͡てりସ͑られるΑうにした。

これにՃ͑て、اྗڠ業のڭҭ୲ऀにΑるମݧձを

Φϯϥイϯにて開࠵して、ҙݟをऩूした。ͦの݁果、

のళฮでτϨࡍҹであり、「実に͍ͭてはݧ࿅ମ܇

ーχϯグして͍る֮ײがಘられ、٬のྲྀれをֶͿのに

దして͍る」「ಛに٬ސのͪಈ作は実ࡍのళฮとಉ༷、

ମऀݧにϓϨッγϟーを༩͑るޮ果がある」と͍ったί

ϝϯτをಘた。一ํで、「࣌間֮ײ」に͍ͭて要ݕ౼で

あると͍うݟをಘた。2020 年度では、「ͮؾき」と

「༏ઌॱҐ断」のޮతͳ܇࿅をૂ͍、ݸʑのイϕϯ

τの࣌間を͘ઃఆしたが、実ࡍの業務では「まͩΦー

μーがܾまらͳ͍ͩΖうから、この間にผのςーϒルの

ྉཧをӡ΅う」と͍うΑうに、ॴ要࣌間をѲし、行ಈ

を༧ଌすることもεΩルとしてॏ要であると͍うݟを

ಘた。

2021 年度にお͍ては、開発தの 73τϨーχϯグγ

εςϜでの٬ސのৼる͍のϦΞϦςΟをߴめるた

め、٬ސ行ಈデータをऩूした。۩ମతには、ϥϯνタ

イϜの࣌間ଳにళฮをିしりにして෴໘ௐࠪһ �0

�0 ໊を٬ސとしてݣし、࣌٬の༷をڥઃஔ

ग़に基ͮ͘ଌݕଌஔ、า行ಈ作ܭઢࢹ、Χϝϥܕ

ҐγεςϜͳͲを用͍てهした。ಘられたデータにͭ

͍てはϥϕϦϯグ作業を施したޙにूܭし、٬ސがサー

ビεをड͚るࡍの֤ϓϩηε（ϝχϡーఏڙ、ϝχϡー

ܾఆ、ྉཧఏڙ、৯ࣄ、ձͳͲ）にお͚る࣌間の

ͳͲのデータੳを実施し、73τϨーχϯグγεςϜ

ਤ �　৯ࣄਫのݮΓ
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ਤ の಄出͕͠Ͱ͖Δɻܠ෩ݧ者͕ొͨ͠ίϝントӈཝʹ表ࣔ͞ΕɺίϝントΛΫϦοΫ͢Δ͜ͱͰ֘Օ所の体࠾者画໘ɻ࠾　�

イベントϩάҰཡ

タάೖྗཝ ίϝントೖྗཝ࠶ੜఀࢭϘタン ؆қ࠾ཝʢ˓ɺ̊ ɺ̫ ʣࢹସϘοΫε γーΫόー

ίϝントҰཡ

ਤ �　ͨ͞Εͨ࣌の٬ސのڍಈ
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ਤ �　ఆྔධՁ表ࣔ画໘

ਤ ɺ֬ೝͰ͖Δɻ্͠ݱ࠶͔ΒࢹΛ͞·͟·ͳࢠ࿅の༷܇�　�
͔Βɺࢹ؍٬ɺओࢹ؍ɺ၆ᛌࢹɻ



0334*Pୈظ�ʮϏοάσータ・"*Λ׆༻ͨ͠αイόーۭؒج൫ٕज़ʯڀݚ成果ใࠂॻʢ����年ʵ����年ʣ

ਓ
ͱ
ਓ
ͷ
ί
ϛ
ỿ
χ
έ
ồ
γ
ἀ
ϯ
ͷ
ࢧ
ԉ

"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
ҿ৯͖ͮؾ͚ۀεΩル73トϨーχンάγεςϜ

にөするためのΈを構ஙした。この実ݧにΑりಘ

られたデータはタεΫ༰データϕーεとはؔは

ͳ͍ものの、実ࡍのҿ৯サービεఏݱڙにお͚るө ・૾

Ի・ै業һಈઢ・ै業һࢹઢと͍うデΟーϓデータが

ಘられており、෭産としてのকདྷの AI 研究にࢿする

データηッτとͳった。

また、本ࣄ業にお͍てॏ要ͳ՝とͳる開発技術のࣾ

ձ実をਐలͤ͞るために、73τϨーχϯグγεςϜ

の༰をಛఆのళฮಛఆのϨετϥϯνΣーϯの業務

ϓϩηεにಛԽすることͳ͘༰қにΧεタϚイζするた

めのΈとしてΦーサϦϯグγεςϜの開発にண手し

た。ళฮのϞデルै業һがରԠすきサービεϓϩη

εのॱং、ಛఆのタεΫの要・ෆ要ͳͲをઃఆすること

でళฮ・νΣーϯ͝との業務ϓϩηεに合Θͤて 73τ

Ϩーχϯグ用ϓϩグϥϜをΧεタϚイζするΦーサϦϯ

グπールを実ݱした。

ऴ年度とͳる࠷ 2022 年度にお͍ては、開発した 73

τϨーχϯグγεςϜを、実ࡍにӦ業して͍るళฮにお

͚る新人εΩル܇࿅のϓϩηεの一部にΈࠐΈ、ͦの

ޮ果をධՁする実ূ実ݧを実施する༧ఆで、ͦࡏݱの実

。（࣌報告書ࣥච）をਐめて͍るܭઃݧ

また、2021 年度に作成したΦーサϦϯグπールを用

͍たԣల開として、৯ϨετϥϯνΣーϯのྗڠをಘ

てこのνΣーϯ͚の 73τϨーχϯグγεςϜの構ங

をࢼΈて͍る。৯Ϩετϥϯ͚γεςϜに͍ͭて

も、ࣄ業期間にܦӦにΑるγεςϜධՁをܭըして

͍る。

本研究の第一の成果は実ࡍにҿ৯サービεݱにಋೖ

することをఆした 73τϨーχϯグγεςϜおΑͼͦ

のΦーサϦϯグπールである。実ূ実ݧはࡏݱも行த

でありֶ術తͳূݕがたれるஈ֊であるが、ಋೖ実ূ

のաఔでલड़のΑうにا業のڭҭ୲ऀからͦの༗用ੑ

にؔするίϝϯτがಘられて͍ることからओ؍తに͍ߴ

ධՁをड͚たγεςϜを構ஙすることができたと͑ߟら

れる。

本成果は報ॲཧֶձ�第 18� ճ )$I 研究ձ（2020

年 � ݄ 1� ）にて、「ҿ৯サービε業にお͚る 73 業

務܇࿅γεςϜの開発」と͍うタイτルで、73τϨー

χϯグγεςϜのઃܭおΑͼϓϩτタイϓ開発にؔして

ڠ、೦研究をडした。またهԼࢁ、಄発දを行͍ޱ

に͍ͭてٞしたݟとಘられたࢠձの༷ݧ業のମاྗ

༰をՃし、国ࡍձٞ SI((3AP)�ASIA�2021 にて発

දした。

IOUFSOBUJPOBM�DJTQMBZ�8PSLTIPQ�2021 では、টߨ

ԋ「5FDIOPMPHJFT�GPS�INQSPWJOH�l2VBMJUZ�PG�8PSLJOHz」

で業務活ಈをࢧԉする技術の一部として、本取りΈ

の༰をհした。͞らに、AVHNFOUFE�)VNBOT�2022

にて、本ࣄ業にؔするಛผηッγϣϯで 73τϨーχϯ

グγεςϜのίϯηϓτと開発༰をհした。

サービεをఏڙする業務にお͍てॏ要とͳる「認త

イϯタϥΫγϣϯ」をϞデルԽし、ͦのաఔをࢧԉする

技術に͍ͭての研究を実施した。この研究をਪਐするに

あたり、কདྷにお͚る AI 技術の活用をఆし、作業ऀ

が行って͍る認తイϯタϥΫγϣϯにؔする͞ま͟

まͳ報をଌఆしてデータとしてੵするタεΫ༰デ

ータϕーεの構ஙをࢦした。

ଌ・ੵの手ܭを௨して、データのަݟとのҙݱ

ஈとして、ݱからもχーζがあり༗ޮੑが͍ߴと断

した「ͮؾき」と「༏ઌॱҐ断」にؔする認తεΩ

ルを܇࿅する 73τϨーχϯグγεςϜを構ஙした。構

ஙした 73τϨーχϯグγεςϜは、ҿ৯サービε産業

にͳるΑうܗҭ成πールとしてԣల開Մͳࡐの人͚

開発をਐめた。

ऴ年度とͳる࠷ 2022 年度に実施して͍る実ࡍのO+5

に本γεςϜをซ用した合のޮ果݁ূݕ果は、報開

ࣔ・ϥイηϯγϯグに͍ͭてٞڠを続͚て͍るࣾձ実

୲ا業にΑるϚーέςΟϯグ等で活用͞れる༧ఆであ

る。

本研究ͷ成果3

·ͱΊͱޙࠓͷల4




